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( 2 )

一

問
題
の
所
在

近
時
、
敵
対
的
企
業
買
収
に
対
す
る
防
衛
措
置
に
関
し
て
、
そ
の
是
非
や
手
段
等
の
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
現
に
一
部

の
企
業
に
お
い
て
は
、
新
株
予
約
権
等
を
用
い
た
防
衛
措
置
を
導
入
し
て
い
る
会
社
も
見
ら
れ
る

(

１)

。
ま
た
、
防
衛
措
置
の
導
入
に
ま

で
は
至
ら
な
く
と
も
、
あ
る
一
定
割
合
の
株
式
を
保
有
す
る
者
が
現
れ
た
場
合
に
、
そ
の
者
の
買
収
提
案
等
を
検
討
す
る
た
め
の
特

別
委
員
会
を
設
置
し
た
会
社
も
あ
る

(

２)

。
こ
の
よ
う
な
昨
今
の
実
務
に
お
け
る
対
応
は
、
株
式
会
社
ラ
イ
ブ
ド
ア
（
以
下
、
単
に
ラ
イ

ブ
ド
ア
と
い
う
）
が
株
式
会
社
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
（
以
下
、
単
に
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
と
い
う
）
に
対
し
て
行
っ
た
敵
対
的
買
収
を
め
ぐ
る

一
連
の
事
件

(

３)

を
契
機
と
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
同
事
件
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
が
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
株
をT

o
S

T
N

e
t-1

取

引
に
お
い
て
大
量
取
得
す
る
前
に
、
株
式
会
社
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
（
以
下
、
単
に
フ
ジ
テ
レ
ビ
と
い
う
）
に
よ
る
ニ
ッ
ポ
ン
放
送

株
に
対
す
る
公
開
買
付
け
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
が
こ
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
に
よ
る
公
開
買
付
け
に
対
し
て
、
同
じ
く
公
開
買

付
け
と
い
う
土
俵
に
上
が
ら
ず
にT

o
S

T
N

e
t-1

取
引
と
い
う
立
会
外
取
引
に
お
い
て
株
式
を
取
得
し
た
点
で
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
の
行

為
を
批
判
す
る
向
き
も
あ
る

(

４)

。
本
件
は
、
敵
対
的
企
業
買
収
の
局
面
に
お
け
る
新
株
予
約
権
の
発
行
が
不
公
正
発
行
（
商
二
八
〇
条

ノ
三
九
第
四
項
、
二
八
〇
条
ノ
一
〇
）
に
該
当
す
る
か
と
い
う
論
点
に
関
し
て
判
断
を
下
し
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
株
式
公
開
買

付
け
に
関
す
る
現
行
証
券
取
引
法
規
制
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た
点
で
、
非
常
に
興
味
深
い
事
件
で
あ
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、
三
〇
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
株
式
公
開
買
付
け
に
関
す
る
統
一
的
な
ル
ー
ル
を
模
索
し
て
き
た
。

そ
れ
が
後
に
見
る
様
々
な
妥
協
の
結
果
、
二
〇
〇
四
年
四
月
二
一
日
に
第
一
三
指
令
と
し
て
よ
う
や
く
結
実
し
た
。
こ
の
Ｅ
Ｕ
指
令

に
お
い
て
は
、
対
象
会
社
の
一
定
割
合
の
議
決
権
を
保
有
し
た
場
合
の
義
務
的
公
開
買
付
制
度
、
敵
対
的
公
開
買
付
け
が
行
わ
れ
た

場
合
の
取
締
役
の
行
為
規
制
、
対
抗
措
置
の
効
力
の
否
定
、
労
働
者
に
対
す
る
情
報
提
供
を
含
む
開
示
規
制
、
少
数
株
主
の
締
め
出
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( ３ )

し
（S

q
u

e
e

ze
-o

u
t

）
と
少
数
株
主
に
よ
る
強
制
買
取
請
求
権
（S

e
ll-o

u
t

）
の
制
度
な
ど
、
わ
が
国
の
立
法
論
お
よ
び
解
釈
論
に
と

っ
て
多
く
の
示
唆
に
富
む
制
度
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
Ｅ
Ｕ
第
一
三
指
令
を
紹
介
し
、
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

Ｅ
Ｕ
指
令
の
規
制
を
直
接
わ
が
国
に
導
入
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
敵
対
的
企
業
買
収
が
公
開
買
付
け
を
手

段
と
し
て
行
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
際
の
対
象
会
社
の
経
営
者
に
よ
る
買
収
防
衛
策
を
検
討
対
象
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。

敵
対
的
買
収
に
対
す
る
防
衛
策
を
考
え
る
際
の
制
度
設
計
が
、
わ
が
国
の
現
行
法
や
裁
判
例
に
お
け
る
解
釈
を
前
提
と
す
る
限
り
、

相
対
的
に
株
主
保
護
に
と
っ
て
不
十
分
で
あ
る
と
の
指
摘

(

５)

も
あ
る
よ
う
に
、
今
後
そ
の
面
で
の
法
改
正
や
解
釈
論
を
展
開
す
る
た
め

の
議
論
の
前
提
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る

(

６)

。

本
稿
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
第
一
三
指
令
が
、
ど
の
よ
う
な
議
論
を
辿
っ
て
成
立
し
た
の
か
、
ま
た
ど
こ
で
妥
協
し
た
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
本
指
令
の
制
定
経
緯
を
見
る
（
二)

。
次
に
、
指
令
の
内
容
で
あ
る
、
指
令
を
包
括
す
る
一
般
規
定
（
三)

、

義
務
的
公
開
買
付
制
度
（
四)

、
本
指
令
に
お
い
て
あ
る
意
味
で
は
最
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
制
度
で
あ
る
中
立
義
務
、B

re
ak

-

th
ro

u
g

h

規
定
、
お
よ
び
選
択
モ
デ
ル
（
五)
、
少
数
株
主
の
締
め
出
し
と
売
渡
請
求
権
制
度
（
六)

、
対
象
会
社
お
よ
び
買
付
者
に

よ
る
情
報
の
開
示
（
七
）
の
諸
制
度
を
紹
介
し
、
検
討
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
以
上
の
検
討
を
ま
と
め
た
上
で
、
わ
が
国
へ
の
示

唆
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
（
八)

。

二

指
令
制
定
の
経
緯

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
レ
ベ
ル
で
の
株
式
公
開
買
付
規
制
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ
委
員
会
が
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
のR

o
b
e

rt
P

e
n

n
in

g
to

n

教
授
に
そ
の
検
討
を
委
託
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
同
教
授
は
、
一
九
七
四
年
、「
株
式
公
開
買
付
け
と
そ
の
他
の
買
付

け
」
と
題
す
る
報
告
書
を
提
出
し

(

８)

、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
の
公
開
買
付
規
制
の
必
要
性
を
強
調
し
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
各
加
盟
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( ４ )

国
の
対
応
は
冷
や
や
か
で
あ
っ
た
。
ま
た
学
説
上
で
は
、
公
開
買
付
け
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
統
一
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
見

解
が
多
数
を
占
め
た
こ
と
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
同
教
授
の
報
告
書
に
基
づ
く
草
案
（
一
般
にP

e
n

n
in

g
to

n

草
案
と
呼
ば
れ
る
）

は
、
部
分
的
に
失
敗
で
あ
っ
た
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
九
八
七
年
仮
草
案
を
基
礎
と
し
て
、
一
九
八
九
年
指
令
案

(

９)

が
Ｅ
Ｃ
委
員
会
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
内
容

が
公
開
買
付
け
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
統
一
を
目
的
と
し
た
完
全
調
和
型
の
指
令
案
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ

ツ
が
強
行
に
反
対
し
た
た
め
に
、
再
考
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

(

�)

。
Ｅ
Ｃ
委
員
会
は
、
一
九
八
九
年
九
月
二
七
日
の
経
済

社
会
評
議
会
、
一
九
九
〇
年
一
月
一
七
日
の
欧
州
議
会
の
意
見
表
明
を
受
け
、
八
九
年
指
令
案
の
修
正
案
（
一
九
九
〇
年
指
令
案

(

�)

）

を
一
九
九
〇
年
九
月
一
〇
日
に
提
出
し
た
が
、
こ
の
指
令
案
も
加
盟
国
の
抵
抗
に
遭
い
結
局
は
実
を
結
ば
な
か
っ
た
。

一
九
九
一
年
か
ら
二
年
間
休
止
さ
れ
た
指
令
作
成
作
業
は
一
九
九
四
年
か
ら
再
開
さ
れ
た
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
公
開
買
付
け
に

関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
統
一
に
つ
い
て
、P

e
n

n
in

g
to

n

草
案
を
基
礎
に
置
く
八
九
年
指
令
案
（
九
〇
年
指
令
案
も
そ
の
本
質
的

内
容
に
変
わ
り
は
な
い
）
の
よ
う
な
完
全
調
和
型
の
内
容
で
は
、
加
盟
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
な
い
と
の
認
識
が
高
ま
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
、
Ｅ
Ｕ
委
員
会
は
、
各
加
盟
国
の
公
開
買
付
け
に
関
す
る
法
状
況
に
適
合
す
る
内
容
を
有
す
る
指
令
案
を
作
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
わ
ず
か
一
二
か
条
の
み
か
ら
な
る
大
綱
法
と
し
て
の
九
六
年
指
令
案

(

�)

を
提
出
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
九
六
年
指

令
案
は
、
欧
州
議
会
の
意
見
表
明
に
お
け
る
修
正
提
案
に
若
干
の
文
言
上
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
上
で
、
九
七
年
指
令
案
と
し
て
修

正
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

(

�)

。
し
か
し
、
こ
の
九
七
年
指
令
案
も
当
初
は
好
意
的
に
迎
え
ら
れ
た
も
の
の
、
最
終
段
階
で
合
意
に
至

る
こ
と
は
な
か
っ
た

(

�)

。

一
九
九
九
年
六
月
に
、
当
時
の
議
長
国
ド
イ
ツ
の
下
で
、
Ｅ
Ｕ
委
員
会
と
閣
僚
理
事
会
と
が
「
共
通
の
立
場
」
と
い
う
形
で
合
意

に
至
り
、
そ
の
内
容
も
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
問
題

(

�)

が
未
解
決
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
閣
僚
理
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( ５ )

事
会
に
お
い
て
一
年
間
提
出
が
見
送
ら
れ
た
後
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
九
日
「
共
通
の
立
場
（G

e
m

e
in

sam
e

r
S

tan
d

p
u

n
k

t)

」
は
、

正
式
に
公
表
さ
れ
た

(

�)

。
こ
の
「
共
通
の
立
場
」
に
対
し
て
、
欧
州
議
会
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
三
日
に
、
若
干
の
文
言
上
の
修

正
提
案
を
含
む
指
令
の
中
核
と
な
る
規
定
に
関
す
る
一
五
の
修
正
提
案
を
公
表
し
た

(

�)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
閣
僚
理
事
会
は
、
会
社
法

に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
こ
れ
に
協
議
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
欧
州
議
会
に
よ
る
修
正
提
案
の
す
べ
て
に
つ
き
受
け

入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
条
約
二
五
一
条
三
項
に
基
づ
き
、
調
整
委
員
会
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た

(
�)

。
同
委
員
会
で
の
審
議
の
結
果
、
二
〇
〇
一
年
六
月
六
日
、
欧
州
議
会
と
閣
僚
理
事
会
と
の
間
で
最
終
合
意
が

成
立
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
指
令
が
成
立
す
る
か
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
一
年
七
月
四
日
、
欧
州
議
会
に
お
い
て
、
賛
成
二

七
三
、
反
対
二
七
三
、
棄
権
二
二
で
、
指
令
案
は
否
決
さ
れ
た

(

�)

。

そ
の
後
、
Ｅ
Ｕ
委
員
会
は
、
七
人
の
会
社
法
の
専
門
家
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
単
に
ハ
イ
レ
ベ

ル
・
グ
ル
ー
プ
と
い
う

(

�)

）
を
設
置
し
、
こ
れ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
一
的
な
公
開
買
付
規
制
に
関
し
て
検
討
さ
せ
た
。
二
〇
〇
二
年
一

月
一
〇
日
に
提
出
さ
れ
た
こ
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
報
告
書

(

�)

は
、
指
令
の
成
立
と
そ
の
最
終
的
な
内
容
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
と
な
る
多
く
の
重
要
な
勧
告
を
行
っ
て
い
る
。
中
で
も
重
要
な
も
の
は
、B

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
の
導
入
、S

q
u

e
e

ze
-

o
u

t

お
よ
びS

e
ll-o

u
t

制
度
の
導
入
、
義
務
的
公
開
買
付
け
の
際
の
価
格
の
算
定
基
準
（｢

適
正
価
格｣

）
の
明
確
化
、
以
上
の
三
点

で
あ
る
。
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
の
す
べ
て
に
つ
い
て
加
盟
国
の
同
意
が
得
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
（
後
二
者

に
つ
い
て
は
同
意
を
得
ら
れ
た
も
の
の
、B

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
に
つ
い
て
は
、
対
象
会
社
取
締
役
の
中
立
義
務
と
の
関
係
で
同
意

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。)

、
Ｅ
Ｕ
委
員
会
は
、
加
盟
国
に
よ
り
批
判
を
受
け
た
箇
所
に
つ
き
若
干
の
修
正
を
施
し
た
上
、
二

〇
〇
二
年
一
〇
月
二
日
に
新
た
な
指
令
案
を
提
出
し
た

(

�)

。
こ
の
指
令
案
の
内
容
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
提
案
を
基
礎
と
し
て
、
五
つ
の
加
盟
国
で
規
定
さ
れ
て
い
る
複
数
議
決
権
（
二
重
議
決
権
を
含
む
）
の
制
度
を
残
存
さ
せ
つ

株式公開買付規制の方向性
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( ６ )

つ
、
い
わ
ば

“
M

in
i-B

re
ak

th
ro

u
g

h
”

と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
提
案
し
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
対
象
会
社
取
締
役
の
中
立
義

務
を
規
制
の
核
と
し
な
が
ら
も
、
企
業
買
収
の
局
面
で
は
対
象
会
社
の
経
営
者
が
非
常
に
大
き
な
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公

開
買
付
け
の
成
否
に
対
し
て
あ
ま
り
に
害
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
、B

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
の
中
に
組
み
込

む
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
の
で
あ
る

(

�)

。
本
指
令
案
は
、
当
初
は
ド
イ
ツ
を
除
く
各
加
盟
国
に
お
い
て
賛
同
を
得
て
い
た

(

�)

。
当
時
の
議

長
国
ギ
リ
シ
ャ
は
、
ド
イ
ツ
に
配
慮
し
て
、
複
数
議
決
権
をB

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
の
対
象
と
す
る
旨
の
提
案
を
行
っ
た
。
こ
の
提

案
を
支
持
す
る
内
容
の
研
究
報
告
も
公
表
さ
れ
た

(

�)

。
し
か
し
、B

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
を
指
令
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
市
場
を
開
放
す
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
の
投
資
家
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
の
買
収
を
容
易
に
し
、
ア
メ
リ
カ
の
投

資
家
が
在
欧
の
子
会
社
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
の
買
収
を
試
み
る
場
合
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
投
資
家
はB

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定

の
直
接
的
適
用
を
受
け
る
こ
と
な
く
当
該
規
定
の
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
企
業
に
と
っ
て
は
不
利

で
あ
る
と
の
見
解
が
主
張
さ
れ
、
結
果
的
に
は
、
二
〇
〇
二
年
指
令
案
も
頓
挫
す
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。

最
終
的
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
議
員
に
よ
り
、
折
衷
案
と
も
い
う
べ
き
選
択
モ
デ
ル
（O

p
tio

n
sm

o
d
e

ll
(

�)

）
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の

案
が
、
閣
僚
理
事
会
や
欧
州
議
会
の
み
な
ら
ず
そ
の
他
の
関
係
者
に
も
魅
力
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
案
を
採
用
し
た
と
き
に

生
じ
る
様
々
な
個
別
問
題
に
関
す
る
詰
め
の
議
論
が
残
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
加
盟
国
の
自
由

な
法
形
成
に
委
ね
る
と
の
合
意
が
成
立
し
た

(

�)

。
Ｅ
Ｕ
委
員
会
委
員
の
一
部
に
反
対
は
あ
っ
た
も
の
の
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
二
七
日
、

閣
僚
理
事
会
が
こ
の
合
意
を
含
め
た
最
終
指
令
案
に
対
し
て
基
本
的
に
同
意
し
、
若
干
の
議
論
の
後
、
同
年
一
二
月
一
六
日
に
欧
州

議
会
が
そ
の
意
見
表
明
後
に
同
意
し
た

(

�)

。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
三
〇
年
越
し
の
長
き
に
わ
た
る
公
開
買
付
指
令
の
立
法
作
業
に
終
止

符
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

神戸学院法学 第35巻第１号
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( ７ )

三

一
般
規
定

１

規
制
の
コ
ン
セ
プ
ト

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
株
式
公
開
買
付
け
に
関
す
る
第
一
三
指
令
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
そ
の
検
討
理
由

(

�)

を
概
観
す
る
と
、
次
の
三
点
に
集

約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
公
開
買
付
規
制
に
関
し
て
各
加
盟
国
の
法
制
度
の
調
和
を
図
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
るL

e
v
e

l

P
lay

in
g

F
ie

ld

の
構
築)
、
第
二
に
、
少
数
派
株
主
の
保
護
、
第
三
に
、
明
確
性
と
透
明
性
あ
る
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
、
以
上
で

あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
株
式
公
開
買
付
け
に
関
す
る
第
一
三
指
令
制
定
の
最
大
の
目
的
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
企
業
買
収
に
関

し
て

“
L

e
v
e

l
P

lay
in

g
F

ie
ld

”

を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
る

(

�)

。
こ
の
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
対
象
会
社
の
経
営
者
が
行
う
防
衛
措
置

や
公
開
買
付
け
に
対
抗
す
る
た
め
の
法
律
上
の
障
害
の
設
置
は
、
将
来
的
に
ど
の
程
度
許
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
も
あ
る

(

�)

。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
、
経
済
的
に
望
ま
し
い
企
業
買
収
は
促
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
株
式
公

開
買
付
け
に
関
す
る
各
加
盟
国
の
法
規
制
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
買
収
の
局
面
で
公
開
買
付
け
を
利
用
す
る
場
合
の
法

的
安
定
性
が
促
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
少
数
株
主
の
保
護
も
確
保
で
き
る
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
そ
の
よ
う
な
経
済
的
に
望
ま
し

い
企
業
買
収
ば
か
り
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
も
そ
も
企
業
買
収
は
対
象
会
社
の
株
主
に
と
っ
て
本
当
に
利
益
し

か
も
た
ら
さ
な
い
も
の
な
の
か
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
い
か
な
る
影
響
が
あ
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
疑
問
の
声
も
出
さ
れ
て
い

る

(

�)

。

L
e

v
e

l
P

lay
in

g
F

ie
ld

が
構
築
さ
れ
る
た
め
に
は
、
各
加
盟
国
間
に
存
在
す
る
対
抗
措
置
と
な
り
得
る
制
度
の
相
違
を
可
能
な
限

り
な
く
し
、
い
わ
ゆ
る
武
器
の
対
等
性
（W

affe
n

g
le

ich
h

e
it

）
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
武
器
の
対
等
性
に
つ
い
て

株式公開買付規制の方向性
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( ８ )

は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
間
の
み
に
存
在
す
る
も
の
の
み
を
対
象
と
す
れ
ば
済
む
も
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
企
業
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企

業
の
買
収
の
局
面
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

第
二
の
少
数
株
主
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
そ
の
た
め
の
制
度
と
し
て
義
務
的
公
開
買
付
け
の
制
度
お
よ
び
株
式
強
制
買
取
請
求
権

（
い
わ
ゆ
るS

e
ll-o

u
t

）
が
用
意
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
前
者
は
、
買
付
者
が
対
象
会
社
の
支
配
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
残
余
の
株
式

に
つ
い
て
も
買
付
者
に
公
開
買
付
け
を
義
務
づ
け
る
制
度
で
あ
る
。
あ
る
一
定
割
合
の
株
式
を
取
得
し
た
場
合
に
公
開
買
付
け
を
義

務
づ
け
る
と
い
う
点
で
、
あ
る
一
定
割
合
以
上
を
取
得
す
る
た
め
に
公
開
買
付
け
を
義
務
づ
け
る
わ
が
国
の
証
券
取
引
法
二
七
条
の

二
以
下
に
規
定
す
る
強
制
的
公
開
買
付
制
度
と
は
異
な
る
。
後
者
は
、
買
付
者
が
あ
る
対
象
会
社
有
価
証
券
の
一
定
割
合
を
保
有
し

た
場
合
に
、
残
余
の
株
主
が
自
己
の
株
式
を
適
正
価
格
で
買
い
取
る
よ
う
、
買
付
者
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。

S
q

u
e
e

ze
-o

u
t

制
度
と
表
裏
を
な
す
制
度
で
あ
り
、
両
者
の
要
件
も
同
じ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
明
確
性
と
透
明
性
の
確
保
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
開
買
付
手
続
の
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
制
度
お
よ
び
市
場

に
対
す
る
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
ひ
い
て
は
対
象
会
社
の
有
価
証
券
を
現
に
保
有
し
て
い
る
者
の

み
な
ら
ず
、
潜
在
的
な
投
資
家
の
利
益
保
護
に
も
資
す
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。
手
続
面
で
の
透
明
性
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
開
示
規
制

（
指
令
六
条
、
八
条
、
一
〇
条
）
お
よ
び
各
加
盟
国
に
お
け
る
監
督
機
関
の
設
置
強
制
（
指
令
四
条
、
六
条
二
項
、
七
条
二
項
、
一

二
条
二
項
）
に
よ
り
、
そ
の
実
効
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
第
二
お
よ
び
第
三
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
般
原
則
に
お
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
（
指
令
三
条
一
項

(

ａ)

、(

ｂ)

お
よ

び

(

ｃ)

参
照

(

�))

。

神戸学院法学 第35巻第１号

8



( ９ )

２

適
用
範
囲

本
指
令
は
、
そ
の
有
価
証
券
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
一
以
上
の
加
盟
国
に
お
け
る
規
制
市
場
に
お
い
て
取
引
を
許
可
さ
れ
て
い
る

場
合
に
お
け
る
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
律
に
服
す
る
会
社
の
有
価
証
券
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
す
べ
て
の
公
開
買
付
け
に
適
用
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
対
象
と
な
る
公
開
買
付
け
に
は
、
対
象
会
社
の
支
配
権
取
得
後
に
、
対
象
会
社
に
残
存
す
る
す
べ
て
の
有
価
証
券
に
対

し
て
な
さ
れ
る
義
務
的
公
開
買
付
け
の
申
込
み
、
お
よ
び
対
象
会
社
の
支
配
権
の
取
得
を
目
的
と
し
て
、
対
象
会
社
の
有
価
証
券
の

一
部
ま
た
は
全
部
に
対
し
て
な
さ
れ
る
任
意
的
公
開
買
付
け
の
申
込
み
の
双
方
が
含
ま
れ
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
の
規
制
市
場

(
g
e

re
g
e

lte
r

M
ark

t,
re

g
u

late
d

m
ark

e
t

）
の
概
念
は
、
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
指
令
（9

3
/2

2
/E

W
G

）
一
条
一
三
号
の
定
義
に
よ
る

(

�)

。

適
用
対
象
と
な
る
対
象
会
社
の
地
理
的
範
囲
と
し
て
は
、
ま
ず
、
会
社
の
本
店
と
当
該
会
社
の
有
価
証
券
の
取
引
を
許
可
さ
れ
て

い
る
市
場
が
、
Ｅ
Ｕ
の
一
つ
の
か
つ
同
一
の
加
盟
国
内
に
あ
る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
法
に
服
す
る
会
社
で
あ
っ

て
、
そ
の
有
価
証
券
が
ド
イ
ツ
の
市
場
で
取
引
を
許
可
さ
れ
て
い
る
場
合
が
こ
れ
に
当
た
る
。
さ
ら
に
、
会
社
の
本
店
所
在
地
と
当

該
会
社
の
有
価
証
券
の
取
引
を
許
可
さ
れ
て
い
る
市
場
の
所
在
地
が
、
確
か
に
Ｅ
Ｕ
の
加
盟
国
内
に
は
あ
る
が
、
異
な
る
加
盟
国
に

あ
る
場
合
も
対
象
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
法
律
に
服
す
る
会
社
で
あ
っ
て
、
そ
の
有
価
証
券
の
全
部
ま
た
は
一

部
が
ド
イ
ツ
の
市
場
で
上
場
さ
れ
て
い
る
場
合
が
こ
れ
で
あ
る
。
他
方
、
買
付
者
に
つ
い
て
は
地
理
的
範
囲
の
制
限
は
規
定
さ
れ
て

い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
以
外
の
買
付
者
が
Ｅ
Ｕ
域
内
の
企
業
に
対
し
て
行
う
公
開
買
付
け
に
つ
い
て
も
、
本
指
令
は

適
用
さ
れ
る

(

�)

。

３

定
義
規
定

(

�)

Ｅ
Ｕ
第
一
三
指
令
は
、
そ
の
二
条
一
項
に
お
い
て
、
公
開
買
付
け
に
関
す
る
七
つ
の
重
要
な
文
言
に
つ
い
て
そ
の
定
義
付
け
を
行

株式公開買付規制の方向性
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( 10 )

っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
う
ち
若
干
の
も
の
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
公
開
買
付
け
の
申
込
み
（�

��
��
��
�
���

	
��
�,

A
n

g
e

b
o

t,
tak

e
o

v
e

r
b

id
,

b
id

）
と
は
、
買
付
者
が
対
象
会
社
の
有
価

証
券
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
取
得
の
た
め
に
行
う
買
付
申
込
み
で
あ
る
と
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
指
令
二
条
一
項

(

ａ))

。
こ
の

公
開
買
付
け
の
申
込
み
は
、
義
務
的
公
開
買
付
け
と
任
意
的
公
開
買
付
け
の
申
込
み
に
大
別
で
き
る
。
前
者
は
、
対
象
会
社
の
支
配

権
取
得
後
に
す
べ
て
の
有
価
証
券
保
有
者
の
す
べ
て
の
有
価
証
券
に
対
し
て
買
付
申
込
み
を
行
う
こ
と
を
買
付
者
に
義
務
づ
け
る
も

の
で
あ
り
、
後
者
は
、
対
象
会
社
の
支
配
権
の
取
得
を
目
的
と
し
て
行
う
買
付
申
込
み
を
指
す
。
こ
の
場
合
の
支
配
権
に
つ
い
て
、

指
令
は
何
ら
の
定
義
も
行
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
各
加
盟
国
の
法
規
制
に
お
け
る
支
配
概
念
に
よ
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。

有
価
証
券
（W

e
rtp

ap
ie

re
,

se
cu

ritie
s

）
に
つ
い
て
は
、
会
社
に
お
い
て
議
決
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
譲
渡
性
の
あ
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
有
価
証
券
の
概
念
の
中
に
は
様
々
な
も
の
が
含
ま
れ
る
が
、
公
開
買
付
け
の
局
面
で
買
付
け
ま
た
は
売
付
け
の
対
象
と

な
る
有
価
証
券
で
あ
る
か
ら
、
一
般
に
は
株
式
の
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

(

�)

。

協
調
者
（g

e
m

e
in

sam
h

an
d
e

ln
d
e

P
e

rso
n

e
n
,

p
e

rso
n

s
actin

g
in

co
n

ce
rt

）
と
は
、
買
付
者
ま
た
は
対
象
会
社
と
共
同
し
て

行
為
す
る
自
然
人
ま
た
は
法
人
で
あ
っ
て
、
協
調
者
と
み
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
明
示
ま
た
は
黙
示
の
合
意
を
必
要
と
す
る
。
こ
の

協
調
者
の
概
念
は
、
主
と
し
て
持
分
割
合
の
算
出
の
際
に
そ
の
有
す
る
持
分
を
合
算
さ
せ
る
た
め
に
必
要
と
な
る
。

四

義
務
的
公
開
買
付
け
（
指
令
五
条
）

１

制
度
の
概
要

自
然
人
ま
た
は
法
人
は
、
以
下
の
三
つ
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
対
象
会
社
の
す
べ
て
の
有
価
証
券
に
つ
い

て
公
開
買
付
け
を
行
う
義
務
を
負
う
。
第
一
に
、
対
象
会
社
の
有
価
証
券
が
規
制
市
場
に
お
い
て
取
引
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
場
合
、

神戸学院法学 第35巻第１号
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第
二
に
、
対
象
会
社
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
律
に
服
す
る
場
合
、
そ
し
て
第
三
に
、
当
該
自
然
人
ま
た
は
法
人
が
、
単
独
で
ま
た
は
協

調
者
と
合
算
し
て
、
支
配
権
を
根
拠
づ
け
る
一
定
割
合
の
議
決
権
に
対
応
す
る
有
価
証
券
を
取
得
し
た
場
合
、
以
上
の
三
つ
で
あ
る
。

こ
の
義
務
的
公
開
買
付
け
の
制
度
は
、
一
方
で
、
買
付
者
が
支
配
権
行
使
の
た
め
に
必
要
と
す
る
よ
り
も
多
く
の
持
分
を
調
達
さ
せ

る
こ
と
と
な
る
た
め
、
買
付
者
に
と
っ
て
大
き
な
コ
ス
ト
負
担
と
な
る

(

�)

。
ま
た
、
買
付
者
が
こ
の
制
度
が
あ
る
た
め
に
支
配
権
を
取

得
し
て
も
経
済
的
に
見
合
わ
な
い
と
考
え
て
尻
込
み
す
る
こ
と
に
よ
り
、
望
ま
し
い
公
開
買
付
け
ま
で
も
制
限
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
企
業
支
配
の
市
場
を
手
続
き
の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
規
律
す
る
と
い
う
公
開
買
付
け
制
度
が
有
す
る
機

能
が
、
義
務
的
公
開
買
付
け
の
制
度
に
よ
り
損
な
わ
れ
る
危
険
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

こ
れ
に
対
し
て
、
義
務
的
公
開
買
付
け
の
有
用
性
、
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
制
度
の
趣
旨

と
し
て
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
少
数
株
主
の
保
護
で
あ
る

(

�)

。
支
配
権
に
変
動
が
あ
っ
た
と
き
に
、
自
己
の
持

分
を
適
正
な
価
格
で
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
場
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
少
数
株
主
に
与
え
る
べ
き
と
の
認
識

が
、
こ
の
制
度
創
設
の
背
景
に
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
こ
の
制
度
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
（
支
配
従
属
関
係
）
形
成
前
の
少
数
株

主
保
護
（
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
規
制
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

(

�)

。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
は
、
二
以
上

の
会
社
間
に
支
配
契
約
等
の
関
係
が
あ
れ
ば
少
数
株
主
に
十
分
な
保
護
を
与
え
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
が
（
い
わ
ゆ
る
契
約
コ
ン
ツ

ェ
ル
ン)

、
様
々
な
理
由
か
ら
支
配
契
約
等
の
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、
ま
た
契
約
関
係
の
な
い
支
配
従
属
関
係

（
い
わ
ゆ
る
事
実
上
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
関
係
）
に
お
い
て
は
、
従
属
会
社
の
少
数
株
主
の
保
護
は
十
分
で
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る

(

�)

。
そ
こ
で
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
関
係
形
成
前
に
少
数
株
主
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
ド
イ

ツ
で
登
場
し
た
。
こ
れ
が
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
規
制
の
考
え
方
で
あ
る
が
、
義
務
的
公
開
買
付
け
の
制
度
は
、
こ
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

形
成
規
制
の
一
つ
の
局
面
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

株式公開買付規制の方向性
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第
二
に
、
少
数
株
主
で
あ
る
と
機
関
投
資
家
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
株
主
を
同
一
の
条
件
の
下
で
取
り
扱
う
と
す
る
株

主
平
等
原
則
の
徹
底
を
図
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
と
し
て
他
の
株
主
の
支
配
権
プ
レ
ミ
ア
ム
へ
の
参
加
と
結
び
つ
け
て

主
張
さ
れ
る

(

�)

。
Ｅ
Ｕ
指
令
の
義
務
的
公
開
買
付
け
の
制
度
は
、
イ
ギ
リ
ス
のC

ity
C

o
d
e

のR
u

le
9

を
参
考
に
し
て
導
入
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
同
制
度
の
背
景
に
は
、
こ
の
支
配
権
プ
レ
ミ
ア
ム
の
分
配
に
関
す
る
考
え
方
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

(

�)

。

第
三
に
、
透
明
性
の
あ
る
手
続
き
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
場
の
信
頼
確
保
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
第

二
の
点
と
の
関
連
で
は
、
こ
の
透
明
性
の
あ
る
手
続
き
が
い
か
な
る
当
事
者
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
の
バ
ー

ゲ
ニ
ン
グ
パ
ワ
ー
の
相
違
が
解
消
さ
れ
る
と
い
う
利
点
も
生
じ
得
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

買
付
者
が
、
任
意
で
、
対
象
会
社
の
す
べ
て
の
有
価
証
券
に
つ
き
す
べ
て
の
有
価
証
券
所
有
者
に
対
し
て
公
開
買
付
け
（
任
意
的

公
開
買
付
け
）
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
対
象
会
社
の
支
配
権
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
残
余
の
株
式
に
対
す
る
公
開
買
付
義
務
は

発
生
し
な
い
（
指
令
五
条
二
項)

。
こ
れ
は
、
義
務
的
公
開
買
付
け
も
任
意
的
公
開
買
付
け
も
、
可
能
な
限
り
同
一
の
規
制
が
適
用

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
い
て
お
り
、
任
意
的
公
開
買
付
け
に
よ
り
対
象
会
社
に
対
す
る
支
配
権
を
取
得
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
に
さ
ら
に
公
開
買
付
け
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
買
付
者
に
過
大
な
時
間
的
か
つ
経
済
的
負
担
を
課
す

こ
と
に
な
り
妥
当
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る

(

�)

。

な
お
、
義
務
的
公
開
買
付
け
に
お
け
る
支
配
権
の
定
義
も
、
各
加
盟
国
の
法
規
制
に
よ
る
。

２

価
格
規
制

義
務
的
公
開
買
付
け
の
際
に
対
象
会
社
の
少
数
株
主
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
適
正
な
対
価
の
算
定
方
法
に
関
し
て
は
、
指
令
成
立

に
至
る
ま
で
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
少
数
株
主
を
保
護
す
る
必
要
性
か
ら
、
他
方
で
買
付
者
に
対
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し
て
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
形
で
、
か
つ
透
明
性
の
あ
る
明
確
な
手
続
き
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
指
令
は
、
そ
の
五
条
四
項

に
お
い
て
、
適
正
対
価
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

ま
ず
、
買
付
者
が
義
務
的
公
開
買
付
け
の
前
六
乃
至
一
二
ヶ
月
の
間
に
対
象
会
社
の
有
価
証
券
に
対
し
て
支
払
っ
た
最
高
額
は
、

適
正
価
格
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
、
具
体
的
な
期
間
は
、
各
加
盟
国
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
ま
た
、
買
付
者
の
協

調
者
に
対
し
て
も
、
同
一
の
価
格
規
制
が
課
せ
ら
れ
る
。
次
に
、
買
付
者
が
義
務
的
公
開
買
付
け
の
公
表
後
買
付
期
間
満
了
前
に
、

対
象
会
社
の
有
価
証
券
を
義
務
的
公
開
買
付
け
に
つ
い
て
設
定
し
た
価
格
よ
り
高
い
価
格
で
取
得
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
価
格
が
義

務
的
公
開
買
付
け
の
対
価
と
な
る
。

以
上
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
例
外
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
個
別
事
例
に
お
い
て
、
価
格
が
適
正
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
場
合
が
生
じ
る
こ
と
へ
の
対
処
と
し
て
、
一
定
の
要
件
に
基
づ
き
か
つ
明
白
な
基
準
の
も
と
で
、
各
加
盟
国
は
自
国
の
監
督
機

関
に
価
格
の
変
更
権
限
を
授
権
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
各
加
盟
国
が
具
体
的
な
基
準
を
決
定
す
る
。
価
格
修
正
の

要
件
の
例
と
し
て
、
指
令
が
例
示
的
に
列
挙
し
て
い
る
も
の
に
、
当
事
者
間
の
合
意
に
基
づ
い
て
共
通
の
最
高
価
格
が
決
定
さ
れ
た

場
合
、
対
象
会
社
の
有
価
証
券
に
つ
い
て
価
格
操
作
が
行
わ
れ
た
と
き
、
対
象
会
社
の
市
場
価
格
が
特
殊
な
事
情
に
よ
り
影
響
を
受

け
た
と
き
（
市
場
全
体
の
価
格
の
下
落
、
対
象
会
社
の
貸
借
対
照
表
上
の
不
正
操
作
が
明
る
み
に
出
た
こ
と
、
等)

、
経
営
危
機
に

瀕
し
て
い
る
企
業
を
救
済
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(

�)

。

対
価
の
支
払
方
法
に
つ
い
て
は
、
有
価
証
券
、
金
銭
ま
た
は
そ
の
両
者
で
給
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
以
下
の
二
つ
の
場
合
に
は
、
対
価
は
金
銭
と
の
選
択
が
保
障
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
対
価
と
し
て
提
供
さ

れ
た
有
価
証
券
が
市
場
で
取
引
さ
れ
て
お
ら
ず
、
流
動
性
が
な
い
場
合
、
そ
し
て
第
二
に
、
各
加
盟
国
が
定
め
た
（
六
ヶ
月
か
ら
一

二
か
月
の
間
の
）
具
体
的
期
間
の
開
始
か
ら
義
務
的
公
開
買
付
け
の
終
了
ま
で
の
期
間
に
、
買
付
者
が
対
象
会
社
の
議
決
権
の
五
％

株式公開買付規制の方向性
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以
上
に
相
当
す
る
有
価
証
券
を
対
価
を
支
払
っ
て
取
得
し
た
場
合
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
少
数
株
主
が
流
動
性
の
な
い
株
式

を
対
価
と
し
て
受
け
取
っ
て
も
換
価
の
可
能
性
が
な
い
以
上
、
少
数
株
主
保
護
に
は
な
ら
な
い
た
め
に
、
現
金
を
対
価
と
す
べ
き
こ

と
に
は
合
理
性
が
あ
る
。
他
方
、
後
者
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
同
一
の
規
制
を
有
す
る
ド
イ
ツ
企
業
買
収
法
三
一
条
三
項
の
政
府
理
由
書

に
よ
れ
ば
、
こ
の
規
定
は
対
象
会
社
株
主
の
平
等
取
扱
原
則
の
一
表
現
で
あ
り
、
少
数
株
主
を
埒
外
に
置
き
つ
つ
対
象
会
社
に
「
忍

び
寄
る
こ
と
（A

n
sch

le
ich

e
n)

」
を
回
避
す
る
意
味
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

五

対
象
会
社
の
執
行
機
関
の
中
立
義
務
、B

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
お
よ
び
選
択
モ
デ
ル

本
指
令
の
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、
か
つ
指
令
の
成
立
過
程
に
お
い
て
最
も
議
論
が
あ
っ
た
部
分
が
、
い
わ
ゆ
るB

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
こ
のB
re

ak
th

ro
u

g
h

規
定
と
対
象
会
社
の
執
行
機
関
の
中
立
義
務
お
よ
び
こ
れ
ら
を
核
と
す
る

選
択
モ
デ
ル
の
採
用
は
、
各
加
盟
国
の
政
治
的
、
経
済
的
あ
る
い
は
立
法
の
状
況
の
相
違
を
反
映
し
た
妥
協
の
産
物
で
あ
る
と
い
え

る
が
、
そ
れ
故
に
非
常
に
特
徴
的
な
規
制
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
関
す
る
立
法
の
在
り
方
と
い
う
意
味
で
は
参
考
に
な
る

部
分
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
指
令
の
条
文
の
順
序
に
即
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

１

対
象
会
社
の
執
行
機
関
の
中
立
義
務

指
令
九
条
二
項
お
よ
び
三
項
は
、
対
象
会
社
の
執
行
機
関

(

�)

の
中
立
義
務
を
定
め
る
。
敵
対
的
企
業
買
収
の
局
面
に
お
い
て
、
対
象

会
社
の
取
締
役
は
如
何
に
行
動
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
わ
が
国
に
お
い
て
も
議
論
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
だ

結
論
が
出
た
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
い
て
は
、
中
立
義
務
を
規
定
す
る
国
が
少
な
く
な

い

(

�)

。
こ
の
中
立
義
務
の
根
拠
を
何
に
求
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
現
在
に
お
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い
て
は
、
中
立
義
務
を
、
敵
対
的
企
業
買
収
の
局
面
で
取
締
役
が
完
全
に
受
け
身
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
、
会
社

法
上
あ
る
い
は
資
本
市
場
法
上
の
義
務
で
あ
る
と
す
る
見
解
は
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る

(

�)

。

指
令
九
条
二
項
・
三
項
が
適
用
さ
れ
た
場
合
、
買
付
者
が
公
開
買
付
け
の
申
込
み
を
行
う
と
の
情
報
を
得
た
対
象
会
社
の
執
行
機

関
は
、
対
抗
措
置
の
発
動
に
つ
い
て
株
主
総
会
に
お
け
る
事
前
の
授
権
を
得
た
場
合
に
限
り
、
対
抗
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
い
う
対
抗
措
置
に
は
、
公
開
買
付
け
の
成
功
を
妨
げ
る
可
能
性
の
あ
る
す
べ
て
の
措
置
が
含
ま
れ
、
ま
た
二
層
式
構
造
を
有

す
る
会
社
に
お
い
て
は
、
取
締
役
が
単
独
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
措
置
の
み
な
ら
ず
、
監
査
役
会
に
よ
り
行
わ
れ
る
行
為
も
含
ま
れ

る
（
指
令
九
条
六
項)

。

以
上
の
中
立
義
務
に
は
、
二
つ
の
例
外
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
競
合
す
る
買
付
者
（
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
・
ナ
イ
ト
）

を
探
す
行
為
で
あ
る
。
こ
の
行
為
は
、
先
行
す
る
買
付
申
込
み
よ
り
も
よ
り
良
い
条
件
が
株
主
に
提
示
さ
れ
る
か
、
少
な
く
と
も
二

つ
の
買
付
申
込
み
の
う
ち
い
ず
れ
か
有
利
な
方
を
株
主
が
選
択
で
き
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
株
主
の
利
益
に
適
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
中
立
義
務
の
例
外
と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
第
二
に
、
公
開
買
付
け
に
係
る
買
付
者
に
よ
る
決
定
が
公
表
さ
れ
る
前
に
行
わ
れ
た
対
象

会
社
の
決
定
で
あ
っ
て
、
そ
の
決
定
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
実
行
に
移
し
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
当
該
行
為
が
通
常
の
事
業
の
過
程

に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
限
り
、
仮
に
そ
れ
が
公
開
買
付
け
を
頓
挫
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
当
該
行
為

を
行
う
場
合
に
株
主
総
会
決
議
を
経
る
必
要
は
な
い
。
例
え
ば
、
公
開
買
付
け
が
開
始
さ
れ
る
前
に
す
で
に
株
主
総
会
決
議
を
経
て

い
た
増
資
や
会
社
の
重
要
財
産
の
譲
渡
な
ど
に
つ
い
て
、
公
開
買
付
け
に
関
す
る
情
報
を
執
行
機
関
が
得
た
後
に
こ
れ
ら
の
総
会
決

議
を
実
行
に
移
す
場
合
が
こ
れ
に
当
た
る

(

�)

。

株
主
総
会
に
よ
る
授
権
の
有
効
期
間
は
、
対
象
会
社
の
執
行
機
関
が
買
付
者
に
よ
る
公
開
買
付
け
決
定
の
公
表
を
知
っ
た
時
点
か

ら
、
当
該
買
付
の
結
果
が
公
表
さ
れ
る
か
ま
た
は
買
付
け
が
何
ら
か
の
理
由
で
失
効
す
る
ま
で
の
間
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
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敵
対
的
公
開
買
付
け
が
行
わ
れ
る
以
前
の
段
階
で
、
い
わ
ば
事
前
に
株
主
総
会
決
議
に
よ
る
授
権
（V

o
rratsb

e
sch

lu
ss

）
を
得
て

お
く
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
企
業
買
収
法
は
、
こ
の
よ
う
な
事
前
の
株
主
総
会
に
よ
る
授

権
を
明
文
の
規
定
を
も
っ
て
認
め
て
い
る
が
（
企
業
買
収
法
三
三
条
二
項)

、
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な

明
文
の
規
定
は
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る

(

�)

。

２

B
re

ak
th

ro
u

g
h

規
定

（
１
）
制
度
趣
旨

指
令
一
一
条
は
、
企
業
買
収
に
対
す
る
一
定
の
対
抗
措
置
の
効
力
を
否
定
す
る
（
対
抗
措
置
を
突
破
す
る
＝d

u
rch

b
re

ch
e

n
,

b
re

ak
th

ro
u

g
h

）
旨
を
規
定
す
る
。
こ
の
制
度
は
、
企
業
買
収
に
対
し
て
市
場
を
一
定
程
度
開
放
す
る
機
能
を
持
つ
と
い
わ
れ
て
い

る

(

�)

。

B
re

ak
th

ro
u

g
h

規
定
の
導
入
を
明
確
に
提
言
し
た
の
は
、
既
述
の
と
お
り
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
提
言
の
内
容

は
、
成
立
し
た
指
令
の
規
定
と
は
若
干
異
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
基
本
と
な
る
考
え
方
は
、
指
令
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
以
下

に
お
い
て
、
若
干
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

B
re

ak
th

ro
u

g
h

規
定
を
導
入
す
る
前
提
と
し
て
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
ク
ル
ー
プ
は
、
公
開
買
付
け
の
局
面
に
お
い
て
、
最
終
的
判

断
を
下
す
の
は
株
主
で
あ
る
と
の
立
場
に
立
つ
。「
対
象
会
社
の
執
行
機
関
は
、
公
開
買
付
け
を
挫
折
ま
た
は
妨
害
し
、
さ
ら
に
公

開
買
付
け
の
申
込
み
に
対
し
て
株
主
が
応
じ
る
機
会
を
与
え
な
い
等
の
行
為
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
株
主
へ
の
株
式
提
供
圧
力

を
減
少
さ
せ
、
株
主
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
対
価
の
額
を
増
加
さ
せ
、
さ
ら
に
他
の
利
害
関
係
人
の
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
は
、

執
行
機
関
に
よ
る
対
抗
措
置
も
正
当
化
さ
れ
る
と
の
見
解
に
は
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
対
象
会
社
の
執
行
機
関
に
対
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し
て
、
対
抗
措
置
に
関
す
る
裁
量
を
与
え
る
場
合
に
は
、
そ
こ
に
必
然
的
に
甘
受
で
き
な
い
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
を
伴
う
か
ら
で
あ
る
。」

と
し
て
、
執
行
機
関
は
公
開
買
付
け
の
局
面
に
お
い
て
中
立
義
務
を
負
う
こ
と
を
主
張
す
る

(

�)

。
株
主
が
最
終
的
判
断
を
下
す
べ
き
と

す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、「
最
終
的
な
経
済
的
リ
ス
ク
と
支
配
権
の
間
の
均
衡
関
係
は
、
配
当
や
清
算
価
値
に
対
す
る
請
求
権
を
付

与
さ
れ
た
株
式
資
本
の
み
が
、
支
配
権
を
伴
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
し｣

、
し
た
が
っ
て
、「
会
社
の
配
当
や
残
余
財
産
に
対
す
る
権

利
の
所
有
者
は
、
自
己
が
会
社
の
業
務
に
つ
い
て
決
定
し
た
結
果
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
故
に
、
会
社
の
重
要
事
項
に
つ

い
て
決
定
す
る
の
に
最
も
適
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る

(

�)

。
こ
の
考
え
方
は
、
リ
ス
ク
資
本
（risik

o
trag

e
n

d
e

s
K

ap
ital

）
と
い

う
概
念
を
核
と
す
る
「
リ
ス
ク
負
担
と
支
配
権
の
均
衡
の
原
則
（�

���
������

�	��
���
���

���)

」
と
呼
ば
れ
、
株
主
に
よ
る
判
断
と

併
せ
て
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
に
お
け
る
中
心
的
概
念
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
を
前
提
と
し
て
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
グ
ル
ー
プ
は
、「
株
主
の
決
定
権
限
お
よ
び
リ
ス
ク
資
本
と
支
配
権
の
均
衡
と
い
う
原
則

と
は
異
な
る
定
款
規
定
は
無
効
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
の
勧
告
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
勧
告
を
基
本
線
と
し
て
、

個
別
具
体
的
なB

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る

(

�)

。

（
２
）B

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
の
具
体
的
内
容

前
述
の
よ
う
に
、B

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
と
は
、
対
象
会
社
に
よ
る
一
定
の
対
抗
措
置
の
効
力
を
否
定
す
る
旨
の
規
定
の
こ
と
を

い
う
。B

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
は
、
そ
の
効
力
が
発
生
す
る
時
点
を
基
準
と
し
て
、
以
下
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

第
一
に
、
公
開
買
付
け
申
込
み
の
承
諾
期
間
内
に
お
け
る
対
抗
措
置
の
効
力
の
否
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
指
令
一
一
条
の
規
制

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
公
開
買
付
け
の
承
諾
期
間
内
で
は
、
対
象
会
社
の
定
款
で
規
定
さ
れ
て
い
る
有
価
証
券
の
譲
渡
制

限

(

�)

は
、
買
付
者
に
対
す
る
関
係
で
は
無
効
と
な
る
。
さ
ら
に
、
対
象
会
社
の
株
主
間
で
の
議
決
権
拘
束
契
約
に
基
づ
く
有
価
証
券
の
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譲
渡
制
限
、
対
象
会
社
と
そ
の
株
主
の
間
で
の
個
別
の
契
約
に
基
づ
く
有
価
証
券
の
譲
渡
制
限
、
会
社
と
社
員
の
間
で
締
結
さ
れ
る

同
種
類
の
契
約

(

�)

は
、
当
該
契
約
が
本
指
令
の
施
行
後
に
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
限
り
、
買
付
者
に
対
し
て
は
効
力
を
生
じ
な
い
。

第
二
に
、
対
抗
措
置
に
関
し
て
決
議
す
る
株
主
総
会
決
議
に
お
け
る
対
抗
措
置
の
効
力
の
否
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
指
令
一
一

が
適
用
さ
れ
た
場
合
、
対
抗
措
置
の
是
非
（
是
と
す
る
場
合
の
対
抗
措
置
の
種
類
に
関
す
る
決
議
を
含
む
）
に
関
し
て
行
わ
れ
る
株

主
総
会
決
議
に
お
い
て
、
対
象
会
社
の
定
款
に
お
け
る
議
決
権
制
限
に
関
す
る
規
定
お
よ
び
指
令
の
施
行
後
に
締
結
さ
れ
た
議
決
権

拘
束
契
約
は
、
買
付
者
に
対
す
る
関
係
で
は
効
力
を
生
じ
な
い

(

�)

。
た
だ
し
、
議
決
権
の
制
限
が
経
済
的
な
利
益
と
結
び
つ
い
て
い
る

有
価
証
券
、
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
比
較
的
多
く
の
国
で
採
用
さ
れ
て
い
る
議
決
権
な
き
優
先
株
式
は
、B

re
ak

th
ro

u
g

h

規

定
の
適
用
対
象
と
は
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る

複
数
議
決
権
株
に
つ
い
て
は
、
当
該
決
議
に
お
い
て
は
議
決
権
は
一
つ
し
か
与
え
ら
れ
な
い

(

�)

。

第
三
に
、
公
開
買
付
け
成
功
後
に
お
け
る
対
抗
措
置
の
効
力
の
否
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
買
付
者
が
公
開
買
付
け
終
了
後
、
対

象
会
社
の
議
決
権
あ
る
資
本
の
七
五
％
を
超
え
て
所
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
買
付
者
に
対
し
て
株
主
総
会
招
集
権
限
が
自
動

的
に
付
与
さ
れ
る
。
こ
の
権
限
に
基
づ
い
て
招
集
さ
れ
る
株
主
総
会
に
お
い
て
は
、
定
款
の
定
め
ま
た
は
社
員
間
の
契
約
に
基
づ
く

議
決
権
制
限
も
し
く
は
有
価
証
券
の
譲
渡
制
限

(

�)

は
効
力
を
生
ぜ
ず
、
さ
ら
に
、
複
数
議
決
権
株
に
つ
い
て
は
議
決
権
は
一
つ
し
か
与

え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
社
員
が
有
す
る
取
締
役
そ
の
他
の
執
行
機
関
構
成
員
を
選
任
ま
た
は
解
任
す
る
特
別
の
権
利

(

�)

は
適
用
さ
れ
な

い
。以

上
の
指
令
一
一
条
で
規
定
さ
れ
るB

re
ak

th
ro

u
g

h

の
内
容
に
対
し
て
は
、
二
つ
の
適
用
除
外
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
指
令
一

一
条
七
項)

。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
特
別
の
権
利
が
付
与
さ
れ
た
加
盟
国
が
保
有
す
る
有
価
証
券
に
対
し
て
は
、
当
該
権
利
が
Ｅ

Ｃ
条
約
五
六
条
（
資
本
の
自
由
な
移
動
の
原
則
）
に
反
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
加
盟
国
の
国
内
法
に
直
接
明
文
の
規
定
が
あ
る

神戸学院法学 第35巻第１号

18



( 19 )

場
合
に
は
、B

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
黄
金
株(

g
o

ld
e

n
sh

are
s)

が
そ
の
典
型
で
あ
る

(

�)

。
第
二
に
、
協
同

組
合
は
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
協
同
組
合
が
資
本
多
数
決
で
は
な
く
頭
数
多
数
決
を
原
則
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

指
令
一
一
条
五
項
に
よ
れ
ば
、B

re
ak

th
ro

u
g

h

に
関
す
る
同
条
二
項
、
三
項
、
四
項
、
な
ら
び
に
相
関
的
適
用
に
関
す
る
一
二

条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
権
利
を
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
当
該
権
利
者
に
対
し
て
適
正
な
補
償
を
す
る
こ
と
を
各
加

盟
国
は
確
保
す
べ
き
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
補
償
の
支
払
義
務
者
、
発
生
時
期
、
態
様
、
算
定
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
加

盟
国
の
国
内
法
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
支
払
義
務
者
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

決
定
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る

(

�)

。

３

選
択
モ
デ
ル
（O

p
tio

n
sm

o
d
e

ll
）

以
上
述
べ
て
き
た
中
立
義
務
に
関
す
る
指
令
九
条
二
項
・
三
項
お
よ
びB

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
で
あ
る
指
令
一
一
条
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
二
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
各
加
盟
国
お
よ
び
企
業
が
そ
れ
を
採
用
す
る
か
否
か
を
決
定
で
き
る
と
す
る
選
択
モ
デ
ル
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
選
択
モ
デ
ル
は
二
段
階
か
ら
成
る
。
ま
ず
、
第
一
段
階
に
お
い
て
、
加
盟
国
は
、
自
国
に
本
店
を
有
す
る
会
社
に
対
し
、
指

令
九
条
二
項
・
三
項
の
規
定
お
よ
び
（
ま
た
は
）
一
一
条
の
規
定
を
適
用
し
な
い
旨
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
指
令
一
二
条
一

項
、
い
わ
ゆ
るo

p
t-o

u
t)

。
そ
し
て
、
続
く
第
二
段
階
に
お
い
て
、
加
盟
国
が
第
一
段
階
に
お
け
るo

p
t-o

u
t

の
権
利
を
利
用
す
る

場
合
（
つ
ま
り
、
九
条
・
一
一
条
の
い
ず
れ
か
一
方
ま
た
は
双
方
を
適
用
し
な
い
と
決
定
し
た
場
合
）
に
限
り
、
当
該
加
盟
国
は
そ

の
領
域
に
本
店
を
有
す
る
企
業
に
対
し
て
、
当
該
各
企
業
が
自
ら
上
記
の
規
定
に
服
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
権
利
を
与
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
指
令
一
二
条
二
項
、
い
わ
ゆ
るo

p
t-in)

。
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あ
る
加
盟
国
がo

p
t-o

u
t

の
権
利
を
利
用
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
加
盟
国
に
そ
の
本
店
を
有
す
る
会
社
がo

p
t-in

を
導

入
す
る
場
合
に
は
、
定
款
変
更
と
同
一
の
要
件
で
株
主
総
会
決
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
指
令
一
二
条
二
項
二
文)

。
ま
た
、

各
会
社
がo

p
t-in

を
導
入
し
て
も
、
再
び
同
一
の
要
件
で
そ
れ
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
指
令
一
二
条
二
項
一
文)

。
こ
の
よ

う
な
各
会
社
に
お
け
るo

p
t-in

ま
た
は
そ
の
撤
回
の
決
定
は
、
当
該
会
社
が
本
店
を
有
す
る
加
盟
国
の
監
督
機
関
お
よ
び
当
該
会
社

の
有
価
証
券
が
取
引
を
許
可
さ
れ
て
い
る
市
場
の
あ
る
加
盟
国
の
監
督
機
関
に
報
告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
指
令
一
二
条
二
項

三
文)

。
指
令
が
採
用
す
る
選
択
モ
デ
ル
は
、
異
な
っ
た
選
択
モ
デ
ル
を
採
用
し
た
会
社
間
で
の
公
開
買
付
け
の
局
面
に
お
け
る
相
関
的
適

用
に
関
す
る
規
定
（
指
令
一
二
条
三
項
、�

����
�����	�,

re
cip

ro
city

）
に
よ
り
補
完
さ
れ
て
い
る
。
相
関
的
適
用
と
は
、
指
令
九

条
二
項
・
三
項
、
一
一
条
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
、
買
付
者
と
対
象
会
社
の
武
器
の
対
等
性
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
指
令
が

目
指
すL

e
v
e

l
P

lay
in

g
F

ie
ld

の
構
築
と
い
う
目
的
の
一
翼
を
担
う
規
定
で
あ
る

(

�)

。
こ
の
相
関
的
適
用
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
も
、

二
段
階
の
選
択
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
段
階
に
お
い
て
、
加
盟
国
が
相
関
的
適
用
に
関
す
る
規
定
を
採
用
す
る

か
ど
う
か
を
決
定
す
る
。
続
く
第
二
段
階
で
は
、
各
加
盟
国
に
本
店
を
有
す
る
会
社
が
、
そ
の
株
主
総
会
に
お
い
て
相
関
的
適
用
に

関
す
る
規
定
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
。

若
干
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
第
一
段
階
に
お
い
て
、
加
盟
国
は
、
指
令
九
条
二
項
・
三
項
お
よ
び
（
ま
た
は
）
一
一
条
が
適

用
さ
れ
る
対
象
会
社
に
つ
い
て
、
買
付
者
に
当
該
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
当
該
規
定
の
適
用
を
免
除
す
る
旨
を
規

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
対
象
会
社
に
対
し
て
は
九
条
二
項
・
三
項
、
一
一
条
の
い
ず
れ
か
一
方
ま
た
は
そ
の
双
方
が

適
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
指
令
一
二
条
一
項
に
基
づ
い
て
加
盟
国
がo

p
t-o

u
t

の
権
利
を
行
使
し
た
結
果
で
あ
れ
、

一
二
条
二
項
に
基
づ
い
て
会
社
が
自
らo

p
t-in

を
採
用
し
た
場
合
で
あ
れ
、
相
関
的
適
用
の
対
象
と
な
る

(

�)

。
ま
た
、
買
付
者
が
会
社
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法
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
第
七
指
令
の
意
味
に
お
け
る
被
支
配
会
社
で
あ
る
場
合
（
間
接
支
配
お
よ
び
直
接
支
配
の
双
方
を
含
む
。)

、
支
配

会
社
が
相
関
的
適
用
規
定
の
対
象
と
な
る
。
支
配
会
社
が
指
令
九
条
二
項
・
三
項
お
よ
び
一
一
条
の
適
用
を
受
け
る
会
社
で
な
い
場

合
に
、
支
配
会
社
が
従
属
会
社
に
指
図
し
て
敵
対
的
公
開
買
付
け
を
行
わ
せ
、
し
か
も
従
属
会
社
に
は
上
記
規
定
の
適
用
を
受
け
さ

せ
て
お
け
ば
、
対
象
会
社
は
上
記
規
定
の
適
用
を
免
除
さ
れ
な
く
な
る
一
方
で
、
支
配
会
社
は
中
立
義
務
に
もB

re
ak

th
ro

u
g

h

規

定
に
も
服
す
必
要
が
な
い
と
い
う
、
い
わ
ば
特
権
を
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
避
け
る
た
め
に
、
相
関
的
適
用

に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
支
配
会
社
が
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

(

�)

。

第
二
段
階
に
お
い
て
、
相
関
的
適
用
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、
対
象
会
社
の
株
主
総
会
決
議
が
必
要
と
な
る
。
こ

の
た
め
の
総
会
決
議
は
、
指
令
六
条
一
項
の
買
付
け
の
公
表
前
の
一
八
ヶ
月
以
内
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
指
令
一
二
条
五

項)

。
そ
し
て
、
総
会
に
よ
る
授
権
の
範
囲
内
で
、
相
関
的
適
用
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、o

p
t-in

す
る
こ
と

に
よ
り
中
立
義
務
だ
け
を
適
用
除
外
と
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
一
一
条
も
併
せ
て
排
除
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
こ
の
株
主
総
会
で
決

議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
、
買
付
者
が
両
規
定
の
適
用
を
排
除
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
対
抗
措
置
を
発
動

す
る
の
か
ど
う
か
、
発
動
す
る
と
し
て
そ
れ
が
い
か
な
る
対
抗
措
置
で
あ
る
の
か
を
決
議
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
対
抗
措

置
に
つ
い
て
決
議
す
る
場
合
、
当
該
株
主
総
会
決
議
は
対
抗
措
置
授
権
の
た
め
の
決
議
（
い
わ
ゆ
るV

o
rratsb

e
sch

lu
ss

）
と
な
る

(

�)

。

加
盟
国
や
そ
こ
に
本
店
を
有
す
る
企
業
が
、
相
関
的
適
用
に
関
す
る
規
定
を
採
用
し
て
い
る
か
否
か
は
、
と
り
わ
け
国
境
を
越
え

た
企
業
買
収
の
際
に
重
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
加
盟
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
が
い
か
な
る
規
定
に
服
す
る
か
を
開
示
す
る
た
め
の

手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
指
令
一
二
条
四
項)
。
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４

選
択
モ
デ
ル
に
対
す
る
評
価

（
１
）
指
令
九
条
二
項
・
三
項
のo

p
t-in

に
対
す
る
評
価

指
令
九
条
二
項
・
三
項
をo

p
t-in

す
る
か
ど
う
か
は
、
個
々
の
会
社
が
様
々
な
要
素
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

際
に
は
、
会
社
の
株
主
構
成
が
一
つ
の
大
き
な
要
素
と
な
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
例
え
ば
、
外
国
の
機
関
投
資
家
を
多
く
抱
え
る
会

社
に
あ
っ
て
は
、
機
関
投
資
家
は
そ
の
有
す
る
株
式
を
可
能
な
限
り
高
値
で
売
却
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
た
め
、
自
然
に
公
開
買

付
け
に
対
し
て
友
好
的
な
立
場
を
取
る
よ
う
に
な
る
（
す
な
わ
ち
、
九
条
二
項
・
三
項
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
一
条
のo

p
t-in)

。

九
条
二
項
・
三
項
をo

p
t-in

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
対
象
会
社
の
執
行
機
関
に
中
立
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
対

抗
措
置
を
と
る
た
め
に
は
、
公
開
買
付
け
申
込
み
が
公
表
さ
れ
た
後
に
、
株
主
総
会
決
議
に
よ
る
授
権
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
投
資
し
て
い
る
会
社
が
敵
対
的
公
開
買
付
け
の
対
象
と
さ
れ
た
と
き
に
、
機
関
投
資
家
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を

と
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
高
値
売
却
を
指
向
し
て
い
る
機
関
投
資
家
に
と
っ
て
、
買
付
者
に
よ
る
買
付
価
格
が
魅
力
的
で
あ

る
場
合
に
、
買
付
申
込
み
に
応
じ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
、
機
関
投
資
家
が
多
数
存
在
す
る
会

社
に
お
い
て
は
、
九
条
二
項
・
三
項
をo

p
t-in

す
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(

�)

。
他
方
、
九
条
二
項
・
三
項
を

o
p

t-in

せ
ず
に
、
株
主
総
会
に
お
い
て
事
前
の
授
権
決
議
を
し
た
場
合
に
は
、
市
場
が
そ
の
会
社
を
企
業
買
収
の
対
象
で
あ
る
と
評

価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
株
価
の
下
落
を
招
く
危
険
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

九
条
二
項
・
三
項
がo

p
t-in

さ
れ
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
と
っ
て
さ
ら
に
重
要
で
あ
る
の
は
、
相
関
的
適
用
に
関
す
る
規
定
と
の

関
係
で
あ
る
。
比
較
的
多
く
の
加
盟
国
が
中
立
義
務
に
関
す
る
規
定
を
す
で
に
国
内
法
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
か
ら
す
れ
ば
、

国
境
を
越
え
て
活
動
す
る
会
社
に
と
っ
て
は
、
九
条
二
項
・
三
項
をo

p
t-in

し
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
採
用
し
づ
ら
く
な
る
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
敵
対
的
公
開
買
付
け
に
対
処
す
る
た
め
に
九
条
二
項
・
三
項
の
適
用
を
排
除
し
て
い
た
と
し
て
も
、
自
社
が
買
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付
者
と
な
る
場
合
に
は
、
相
関
的
適
用
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
、
対
象
会
社
も
中
立
義
務
の
適
用
を
受
け
な
く
な
る
た
め
に
、
対
抗

措
置
を
発
動
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
い
っ
た
んo
p

t-in

し
て
も
、
再
びo

p
t-o

u
t

で
き
る
こ
と
に
は
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
定
款
変
更
と
同
一
の
決
議
要
件
に
基
づ
い
て
株
主
総
会
に
よ
る
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
時
間
と

費
用
の
面
か
ら
躊
躇
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

（
２
）
指
令
一
一
条
のo

p
t-in

に
対
す
る
評
価

指
令
一
一
条
のB

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
加
盟
国
が
こ
の
規
定
を
選
択
す
る
と
は
考
え
に
く
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
歴
史
的
に
み
て
も
、
一
一
条
の
規
定
は
、
い
わ
ば
妥
協
の
産
物
と
し
て
挿

入
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で
こ
の
制
度
を
持
っ
て
い
る
加
盟
国
は
イ
タ
リ
ア
を
除
い
て
皆
無
で
あ
る
。
さ
ら
に
多
く
の
加
盟
国

に
お
い
て
は
、
中
立
義
務
に
関
す
る
規
定
は
存
在
す
る
も
の
の
、
一
定
の
対
抗
措
置
を
認
め
る
べ
き
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
そ
の
よ

う
な
加
盟
国
に
お
い
て
は
、
対
抗
措
置
そ
の
も
の
の
効
力
を
否
定
す
る
規
定
（B

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
）
を
自
国
の
法
制
度
の
中
に

組
み
込
む
と
は
考
え
に
く
い

(

�)

。

他
方
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
対
抗
措
置
と
し
て
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
制
定
法
上
の
手
段
が
法
律
上
廃
止
さ
れ
て
い
る
国
も

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
規
定
に
よ
り
効
力
が
否
定
さ
れ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
で
は
、
公
開
買
付
申
込
み
の
承
諾
期
間
内
お
よ
び
買
付

け
成
功
後
の
段
階
で
機
能
す
る
譲
渡
制
限
株
式
（v

in
k

u
lie

rte
A

k
tie

n)

、
対
抗
措
置
に
関
し
て
決
議
す
る
株
主
総
会
の
段
階
で
機

能
す
る
複
数
議
決
権
株
式
（M

e
h

rstim
m

re
ch

tsak
tie

n

）
お
よ
び
上
限
付
き
議
決
権
（�

���
������

�
	

��
�)
(

�)

が
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
の
規
定
は
、
上
場
企
業
で
は
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
り
、
す
で
に
法
律
上
廃
止
さ
れ
て
い
た
り
し
て
利
用
で
き
な
い

と
い
う
点
で
は
、
一
一
条
の
適
用
を
選
択
し
た
場
合
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
い

(

�)

。
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企
業
レ
ベ
ル
で
の
一
一
条
のo

p
t-in

に
つ
い
て
は
、
相
関
的
適
用
に
関
す
る
一
二
条
の
規
定
と
の
関
連
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

既
述
の
と
お
り
、
中
立
義
務
に
関
す
る
九
条
や
対
抗
措
置
のB

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
で
あ
る
一
一
条
を
、
市
場
で
の
評
価
を
落
と
し

た
く
な
い
と
い
う
理
由
か
らo

p
t-in

し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
規
定
をo

p
t-o

u
t

し
て
い
る
他
の
加
盟
国
の
企
業
か
ら
敵
対
的
公

開
買
付
け
を
受
け
た
場
合
に
は
、
相
関
的
適
用
に
関
す
る
一
二
条
三
項
が
適
用
さ
れ
る
結
果
、
対
象
会
社
は
こ
れ
ら
の
規
定
を
遵
守

す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
対
象
会
社
が
対
抗
措
置
を
と
る
た
め
に
は
、
買
付
申
込
み
の
決
定
が
公
表
さ

れ
る
前
一
八
ヶ
月
以
内
に
与
え
ら
れ
た
株
主
総
会
に
よ
る
授
権
が
必
要
と
な
る
。

企
業
レ
ベ
ル
で
の
一
一
条
のo

p
t-in

を
考
え
る
上
で
は
、
買
付
者
は
将
来
対
象
会
社
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
を
考
慮
に

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る

(

�)

。
仮
に
、
敵
対
的
買
収
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
嫌
っ
て
九
条
お
よ
び
一
一
条
をo

p
t-

o
u

t

し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
会
社
が
買
付
者
と
な
っ
て
Ｅ
Ｕ
域
内
市
場
で
公
開
買
付
け
を
行
う
場
合
に
は
、
相
関
的
適
用
に
関

す
る
規
定
に
基
づ
き
、
対
象
会
社
が
中
立
義
務
や
対
抗
措
置
に
関
す
るB

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
の
遵
守
義
務
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
買
収
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
ま
た
、
逆
の
こ
と
も
起
こ
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
今
日
の
買
付
者
が
明
日
の
対
象

会
社
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
対
象
会
社
と
な
っ
た
段
階
で
株
主
総
会
を
招
集
し
て
定
款
変
更
を
行
う
こ
と
は
、
時
間
的
に
見
て
非

常
に
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
二
条
三
項
の
相
関
的
適
用
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
規
定
が
指
令
の
中
に
挿
入
さ
れ
た
理

由
は
二
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
規
定
を
お
く
こ
と
で
、
買
付
会
社
に
と
っ
て
は
、o

p
t-in

を
利
用
し
て
中
立
義
務
・

B
re

ak
th

ro
u

g
h

規
定
を
採
用
す
る
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る

(

�)

。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
こ
の
規
定
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
中
立
義
務
を
法
律
で
明
記
し
て
い
る
加
盟
国
に
お
け
る
企
業
が
、
中
立

義
務
もB

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
も
定
め
て
い
な
い
加
盟
国
に
お
け
る
企
業
に
対
し
て
不
利
な
立
場
に
お
か
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
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う
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
妥
当
す
る
。
こ
の
二
つ
目
の
理
由
付
け
に
つ
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
の
産

業
界
に
よ
っ
て
、
指
令
成
立
の
過
程
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る

(

�)

。

相
関
的
適
用
が
問
題
と
な
る
一
つ
の
重
要
な
局
面
は
、
Ｅ
Ｕ
域
外
（
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
）
の
企
業
が
買
付
者
と
な
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
企
業
を
買
収
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
本
指
令
の
相
関
的
適
用
に
関
す
る
規
定
の
適
用
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と

な
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
買
付
者
が
Ｅ
Ｕ
域
内
の
九
条
二
項
・
三
項
をo

p
t-in

し
た
企
業
に
対
し
て
公
開
買
付
け

を
行
う
局
面
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
ア
メ
リ
カ
の
企
業
が
直
接
行
う
場
合
と
、
Ｅ
Ｕ
域
内
に
あ
る
子
会
社
を
利
用

し
て
行
う
場
合
と
に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
本
指
令
の
検
討
理
由(

�)

に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
の
よ
う
な
国
際
協
定
の
、
と
り
わ
け
最
恵
国
待
遇
条
項
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
相
関
的
適
用
に
関
す

る
規
定
を
援
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
難
し
い
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
も
、
こ
の
場
合
に
は
Ｅ
Ｕ
第
七
指
令
の
適
用
が
問
題
と
な
る

が
、
こ
の
指
令
が
Ｅ
Ｕ
域
内
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
に
、
相
関
的
適
用
に
関
す
る
規
定
を
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し

い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

六

S
q

u
e
e

ze
-o

u
t

お
よ
びS

e
ll-o

u
t

本
指
令
は
、
一
定
の
場
合
に
お
け
る
少
数
株
主
の
締
め
出
し
制
度
（S

q
u

e
e

ze
-o

u
t

）
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と
パ
ラ
レ

ル
な
制
度
と
し
て
の
少
数
株
主
に
よ
る
持
分
の
売
渡
請
求
権
の
制
度
（S

e
ll-o

u
t

）
を
導
入
し
て
い
る
。
両
者
を
同
一
の
要
件
に
お

い
て
規
定
し
、
株
式
公
開
買
付
け
と
い
う
車
の
両
輪
を
な
す
制
度
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
指
令
の
特
殊
性
を
見
い
出

す
こ
と
が
で
き
る

(

�)

。
以
下
で
は
、
個
別
的
に
検
討
す
る

(

�)

。
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１
S

q
u

e
e

ze
-o

u
t

（
少
数
株
主
の
締
め
出
し
制
度
）

本
指
令
は
、
そ
の
一
五
条
に
お
い
て
、
株
式
公
開
買
付
規
制
に
特
殊
な
も
の
と
し
て
のS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

を
規
定
し
て
い
る
。
従
来
、

S
q

u
e
e

ze
-o

u
t

に
関
す
る
規
定
は
、
各
加
盟
国
に
お
い
て
そ
れ
な
り
に
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
公
開
買
付
規
制
と
は
無
関
係
な

制
度
設
計
を
し
て
い
る
加
盟
国
も
あ
れ
ば
、
要
件
に
も
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
な
ど
、L

e
v

e
l

P
lay

in
g

F
ie

ld

の
構
築
を
目
的
と
す

る
指
令
の
方
向
性
と
は
異
な
る
現
状
が
存
在
し
た

(

�)

。
そ
こ
で
、
指
令
は
、
公
開
買
付
規
制
の
枠
内
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
統
一
的
な

S
q

u
e
e

ze
-o

u
t

に
関
す
る
手
続
き
を
規
定
し
て
い
る
。

本
指
令
は
、S

q
u

e
e

ze
-o

u
t

手
続
き
を
と
る
前
に
、
必
ず
対
象
会
社
の
す
べ
て
の
有
価
証
券
所
有
者
に
対
し
て
す
べ
て
の
有
価
証

券
に
つ
き
公
開
買
付
け
の
申
込
み
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
公
開
買
付
け
前
置
主
義
を
採
用
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
買
付
者
は
、S

q
u

e
e

ze
-o

u
t
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
対
象
会
社
の
す
べ
て
の
有
価
証
券
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
公

開
買
付
け
申
込
み
の
承
諾
期
間
（
指
令
七
条
）
の
経
過
後
三
ヶ
月
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
指
令
一
五
条
四
項)

。

S
q

u
e
e

ze
-o

u
t

の
手
続
き
と
し
て
、
対
象
会
社
の
株
主
総
会
決
議
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
ド
イ
ツ
を
除
く
他
の
加

盟
国
の
制
度
と
符
合
す
る

(

�)

。

S
q

u
e
e

ze
-o

u
t

手
続
き
を
実
行
す
る
前
提
と
な
る
基
準
値
に
つ
い
て
は
、
各
加
盟
国
は
次
の
二
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ち
か

ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
買
付
者
が
対
象
会
社
の
議
決
権
あ
る
資
本
の
九
〇
％
以
上
を
保
有
し
、
か
つ
対
象
会
社
の

議
決
権
の
九
〇
％
以
上
を
保
有
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
加
盟
国
は
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
値
を
九
五
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
買
付
者
が
、
先
行
す
る
公
開
買
付
け
の
結
果
、
対
象
会
社
の
議
決
権
あ
る
資
本
の
九
〇
％
以
上
で
か
つ
公

開
買
付
け
の
対
象
と
な
っ
た
議
決
権
の
九
〇
％
以
上
を
取
得
し
た
か
、
ま
た
は
契
約
上
取
得
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合

で
あ
る
。
第
一
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
加
盟
国
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
公
開
買
付
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け
の
局
面
に
限
定
し
た
規
制
に
は
な
っ
て
い
な
い

(

�)

。
ま
た
、
こ
の
基
準
に
お
い
て
、
資
本
基
準
と
議
決
権
基
準
の
二
つ
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
加
盟
国
の
中
に
複
数
議
決
権
株
の
発
行
が
許
容
さ
れ
て
い
る
国
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
議
決
権
な
き
優
先
株
式
に

つ
い
て
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
普
通
株
式
と
複
数
議
決
権
株
式
と
の
調
整
を
行
う
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い

る

(

�)

。他
方
、
第
二
の
基
準
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

(

�)

。「
有
価
証
券
取
得
に
つ
い
て
契
約
上
の
義
務
を

負
う
場
合
」
が
基
準
の
内
容
と
さ
れ
て
い
る
の
も
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
基
準
に
お
い
て
、
加
盟
国
が
九
五
％
ま
で
基
準
値
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
第
一
の
基
準
で
採
用
さ
れ
て
い
る
手
法

が
と
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
公
開
買
付
け
に
よ
っ
て
そ
れ
を
満
た
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
か
ら
と
の
理
由
に
よ
る

(

�)

。

本
指
令
は
、
基
準
値
に
関
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
九
〇
％
ま
た
は
九
五
％
の
議
決
権
基
準
を
採
用
し
て
い
る
。
資
本
、
株
式
ベ

ー
ス
で
は
な
く
、
議
決
権
ベ
ー
ス
を
採
用
し
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
は
強
い
。
特
に
、
対
象
会
社
が
議
決
権
な
き
優
先
株
式
を
発
行

し
て
い
る
場
合
に
、
大
き
な
問
題
が
生
じ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
議
決
権
ベ
ー
ス
で
は
、
例
え
ば
、
普
通
株
式
と
議
決

権
な
き
優
先
株
式
を
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
％
ず
つ
発
行
し
て
い
る
会
社
が
敵
対
的
公
開
買
付
け
の
対
象
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
買
付
者
は

普
通
株
式
の
九
〇
％
以
上
を
取
得
す
る
こ
と
で
（
し
た
が
っ
て
実
際
に
は
発
行
済
株
式
の
四
五
％
で)

、
他
の
株
主
を
排
除
す
る
権

限
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
指
摘
で
あ
る

(

�)
。

S
q

u
e
e

ze
-o

u
t

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
義
務
的
公
開
買
付
け
に
関
す
る
規
定
（
指
令
五
条
）
に
お
け
る
よ
う
に
、
基
準
値
の
算
定

に
つ
い
て
買
付
者
以
外
の
者
が
有
す
る
有
価
証
券
を
買
付
者
の
保
有
す
る
有
価
証
券
と
合
算
す
る
旨
の
直
接
の
規
定
は
存
在
し
な
い
。

た
だ
し
、
指
令
一
五
条
三
項
は
、「
加
盟
国
は
、
い
つ
基
準
値
が
達
成
さ
れ
る
か
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
加
盟
国
の
国
内
法
に
委
ね
る
方
針
を
と
っ
て
い
る
。
し
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た
が
っ
て
、
各
加
盟
国
は
、
買
付
者
に
よ
るS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

手
続
き
開
始
の
要
件
と
し
て
、
協
調
者
に
よ
る
持
分
所
有
の
合
算
規
定

を
国
内
法
で
定
め
る
も
の
と
思
わ
れ
る

(

�)

。

さ
ら
に
、
各
加
盟
国
は
、
会
社
が
種
類
株
式
を
発
行
し
て
い
る
場
合
に
、
各
種
類
ご
と
に
前
述
の
基
準
値
に
関
す
る
要
件
を
満
た

さ
な
け
れ
ば
、S

q
u

e
e

ze
-o

u
t

を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
規
定
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
規
定
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
を

模
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
前
述
の
例
に
お
い
て
対
象
会
社
が
普
通
株
式
と
種
類
株
式
と
を

五
〇
％
ず
つ
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
九
〇
％
以
下
の
株
式
所
有
で
残
り
の
少
数
株
主
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

る

(

�)

。
し
か
し
、
種
類
株
式
ご
と
に
基
準
値
を
満
た
す
べ
き
と
い
う
規
制
方
法
に
つ
い
て
は
、
制
度
濫
用
を
懸
念
す
る
見
解
も
主
張
さ

れ
て
お
り

(

�)

、
各
加
盟
国
が
こ
の
方
法
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
は
、
い
ま
だ
不
透
明
で
あ
る
と
い
え
る

(

�)

。

買
付
者
が
支
払
う
べ
き
締
出
し
の
対
価
に
関
し
て
は
、
買
付
者
は
締
出
さ
れ
る
少
数
株
主
に
対
し
て
適
正
な
対
価
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
適
正
な
対
価
に
つ
い
て
、
指
令
は
先
行
す
る
公
開
買
付
け
の
対
価
と
関
連
づ
け
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
先
行
す
る
公
開
買
付
け
が
任
意
的
公
開
買
付
け
で
あ
る
場
合
に
は
、
買
付
者
が
買
付
申
込
み
の
承
諾
の
結
果
と
し

て
、
対
象
会
社
の
議
決
権
あ
る
資
本
の
九
〇
％
以
上
に
相
当
す
る
有
価
証
券
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
当
該
買
付
け
に
お
い
て
提
示

さ
れ
た
対
価
が
適
正
対
価
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
先
行
す
る
公
開
買
付
け
が
義
務
的
公
開
買
付
け
で
あ
る
場
合
に
は
、

買
付
者
が
当
該
買
付
け
に
お
い
て
提
示
し
た
対
価
が
適
正
な
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
指
令
一
五
条
五
項)

。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
よ
う

な
対
価
の
適
正
性
を
担
保
す
る
た
め
の
事
後
審
査
手
続
（S

p
ru

ch
v
e

rfah
re

n

）
は
、
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い

(

�)

。

対
価
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
先
行
す
る
公
開
買
付
け
と
同
一
の
内
容
を
有

す
る
対
価
、
第
二
に
、
金
銭
に
よ
る
対
価
か
ま
た
は
株
式
に
よ
る
対
価
の
選
択
、
そ
し
て
第
三
に
、
金
銭
に
よ
る
対
価
の
三
つ
で
あ

る
。
各
加
盟
国
は
、
以
上
の
三
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ち
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
第
二
の
内
容
を
選
択
し
た
場
合
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に
は
、
金
銭
か
株
式
の
選
択
権
を
買
付
者
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

(

�)

。

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
い
て
、
本
指
令
の
よ
う
に
公
開
買
付
け
を
前
提
と
し
な
いS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

の
制
度
を
採
用
し
て
い
る
国
が
、
本

指
令
を
国
内
法
化
し
た
場
合
に
、
自
国
の
既
存
のS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

制
度
と
本
指
令
に
お
け
る
同
制
度
と
の
関
係
が
若
干
問
題
と
な
る
。

こ
の
場
合
に
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
に
よ
う
に
、S

q
u

e
e

ze
-o

u
t

を
会
社
法
上
の
制
度
と
し
て
規
定
し
て
い
る
国
が
、
本
指
令
を
国
内
法

化
す
る
際
に
現
行
の
制
度
を
撤
廃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
制
度
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
の
見
方
が
強
い
。
こ
れ
は
、
指
令
が
公
開
買
付
け
を
前
提
と
し
て
い
る
場
合
の
み
を
規
定
し
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
何

も
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
指
令
に
お
け
る
制
度
と
現
行
の
制
度
と
を
併
存
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
指
令
が
規
定
す
る
公
開
買
付
け
の
局
面
、
す
な
わ
ち
対
象
会
社
の
す
べ
て
の
有
価
証
券
保
有
者
に

対
し
て
向
け
ら
れ
た
す
べ
て
の
有
価
証
券
を
対
象
と
す
る
買
付
申
込
み
に
対
す
る
承
諾
期
間
経
過
後
の
三
ヶ
月
間
の
み
が
、
本
指
令

が
定
め
るS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

制
度
の
適
用
範
囲
で
あ
っ
て
、
公
開
買
付
け
以
外
の
局
面
や
前
述
の
三
ヶ
月
の
期
間
経
過
後
の
場
合
、
さ

ら
に
は
公
開
買
付
け
で
あ
っ
て
も
そ
の
申
込
み
が
す
べ
て
の
有
価
証
券
保
有
者
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
場
合
に
お
い

て
は
、
自
国
の
既
存
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

２

S
e

ll-o
u

t

（
株
式
売
渡
請
求
権
制
度
）

任
意
的
公
開
買
付
け
ま
た
は
義
務
的
公
開
買
付
け
の
後
、
三
ヶ
月
以
内
で
あ
れ
ば
、
少
数
株
主
は
買
付
者
に
対
し
て
、
自
己
の
有

す
る
有
価
証
券
を
適
正
価
格
で
買
い
取
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
指
令
一
六
条
、
い
わ
ゆ
るS

e
ll-o

u
t)

。
こ
の
制
度
は
、

イ
ギ
リ
ス
（
一
九
八
五
年
会
社
法
四
三
〇
Ａ
条
お
よ
び
四
三
〇
Ｂ
条
）
や
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
に
お
い
て
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
対
象
会
社
の
株
式
が
、
公
開
買
付
け
の
結
果
、
上
場
廃
止
等
の
理
由
か
ら
流
通
し
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
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な
状
況
が
生
じ
た
場
合
に
少
数
株
主
を
保
護
す
る
必
要
性
か
ら
、
意
義
の
あ
る
制
度
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る

(

�)

。
ま
た
、S

e
ll-o

u
t

の

制
度
は
、
買
付
者
に
よ
る
公
開
買
付
け
の
際
に
は
そ
の
申
込
み
に
対
し
て
承
諾
し
な
か
っ
た
株
主
が
、
そ
の
後
に
買
付
者
に
対
し
て

自
己
の
所
有
株
式
を
売
り
渡
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
承
諾
期
間
経
過
後
に
な
さ
れ
る
買
付
け
結
果
の
公
表
後
二

週
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
当
該
公
開
買
付
け
と
同
一
の
条
件
で
自
己
の
株
式
を
買
付
者
に
売
却
で
き
る
と
い
う
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る

再
承
諾
期
間
の
制
度
（
企
業
買
収
法
一
六
条
二
項
、
い
わ
ゆ
る�

��
�
�
��

��	
�

��

�
�

）
と
類
似
す
る
面
を
持
つ

(

�)

。

少
数
株
主
の
売
渡
請
求
権
制
度
の
導
入
を
提
唱
し
て
い
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
グ
ル
ー
プ
は
、
制
度
趣
旨
と
し
て
次
の
点
を
挙
げ
て
い

る

(

�)

。
第
一
に
、
公
開
買
付
け
に
よ
り
多
数
派
株
主
と
な
っ
た
者
が
、
そ
の
支
配
的
地
位
を
濫
用
し
て
、
配
当
政
策
を
変
更
し
た
り
、

他
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
不
当
に
有
利
な
条
件
で
取
引
を
す
る
な
ど
、
少
数
株
主
に
と
っ
て
不
利
な
状
況
が
作
り
出
さ
れ
る
危
険
が
あ

る
。
第
二
に
、
公
開
買
付
け
の
結
果
対
象
会
社
株
式
の
流
動
性
が
極
端
に
低
下
し
た
こ
と
に
よ
り
、
上
場
廃
止
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
少
数
株
主
は
そ
の
株
式
の
処
分
の
困
難
を
来
す
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
第
三
に
、
売
渡
請
求
権
は
、
特
に
大
株
主
に
よ
る
公

開
買
付
け
に
よ
る
提
供
圧
力
に
対
抗
す
る
手
段
と
な
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
少
数
株
主
に
は
、
公
開
買
付
け
の
当
初
の
自
己
の
判
断

を
公
開
買
付
け
の
結
果
を
見
て
か
ら
変
更
す
る
権
利
が
あ
る
。
公
開
買
付
け
の
と
き
に
し
か
売
却
の
機
会
が
な
い
と
す
れ
ば
、
不
当

な
提
供
圧
力
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。
純
粋
な
投
機
目
的
を
不
当
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
対
価
に
関
し
て
先
行
す
る
公
開
買
付
け

に
お
け
る
価
格
を
上
回
っ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
で
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る

(

�)

。

売
渡
請
求
権
行
使
の
要
件
は
、
基
本
的
に
はS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

の
場
合
の
要
件
と
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
買
付
者
が
先
行
す
る

公
開
買
付
け
の
結
果
、
対
象
会
社
の
議
決
権
あ
る
資
本
の
九
〇
％
以
上
か
つ
議
決
権
の
九
〇
％
以
上
に
相
当
す
る
有
価
証
券
を
取
得

し
た
場
合
、
ま
た
は
対
象
会
社
の
議
決
権
あ
る
資
本
の
九
〇
％
以
上
か
つ
公
開
買
付
け
の
対
象
と
な
っ
た
議
決
権
の
九
〇
％
以
上
に

相
当
す
る
有
価
証
券
を
取
得
し
、
も
し
く
は
取
得
す
る
義
務
を
契
約
上
負
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
対
象
会
社
の
残
余
の
株
主
は
、
先
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行
す
る
公
開
買
付
け
の
承
諾
期
間
経
過
後
三
ヶ
月
以
内
で
あ
れ
ば
、
自
己
の
有
す
る
有
価
証
券
を
適
正
価
格
で
買
付
者
に
売
却
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
少
数
株
主
が
売
渡
請
求
権
を
行
使
し
た
場
合
に
買
付
者
が
支
払
う
べ
き
対
価
に
つ
い
て
も
、
指
令
はS

q
u

e
e

ze
-

o
u

t

の
規
定
を
準
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
対
価
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
公
開
買
付
け
と
同
一
の
種
類
の
対
価
、
金
銭
、

ま
た
は
両
者
の
選
択
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
の
方
法
を
選
択
す
る
か
に
つ
い
て
は
、S

q
u

e
e

ze
-o

u
t

に

お
け
る
場
合
と
同
様
に
、
買
付
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

売
渡
請
求
権
を
行
使
し
た
少
数
株
主
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
対
価
は
適
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
適
正
対
価
の
算
定
基
準
に
つ
い

て
も
、S

q
u

e
e

ze
-o

u
t

に
お
け
る
場
合
と
同
じ
く
、
先
行
す
る
公
開
買
付
け
の
種
類
に
よ
っ
て
適
正
性
の
基
準
が
異
な
る
。
す
な
わ

ち
、
先
行
す
る
公
開
買
付
け
が
任
意
的
公
開
買
付
け
で
あ
る
場
合
に
は
、
買
付
者
が
買
付
申
込
み
の
対
象
と
さ
れ
た
議
決
権
あ
る
資

本
の
九
〇
％
以
上
に
相
当
す
る
有
価
証
券
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
当
該
買
付
け
の
価
格
が
適
正
な
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
他
方
、

義
務
的
公
開
買
付
け
で
あ
る
場
合
に
は
、
買
付
価
格
が
適
正
価
格
と
推
定
さ
れ
る
（
指
令
一
六
条
三
項
、
一
五
条
五
項)

。

既
述
の
よ
う
に
、
本
指
令
はS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

とS
e

ll-o
u

t

を
一
対
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
指
令
の
検
討
理

由
（
�
）
に
お
い
て
も
そ
の
趣
旨
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

(

�)

、
ま
た
両
制
度
の
要
件
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。

買
付
者
に
と
っ
て
の
将
来
の
コ
ス
ト
負
担
（
配
当
負
担
等
）
と
い
う
理
由
か
らS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、S

e
ll-o

u
t

の
制
度
も
併
せ
て
導
入
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
少
数
株
主
保
護
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

(

�)

。

七

開
示
規
制

（
１
）
買
付
者
に
よ
る
情
報
開
示

公
開
買
付
け
の
手
続
き
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
の
は
、
当
該
公
開
買
付
け
に
参
加
す
る
者
が
十
分
な
情
報
を
得
て
意
思
決
定
す
る

株式公開買付規制の方向性

31



( 32 )

こ
と
が
で
き
る
透
明
性
の
あ
る
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
指
令
は
、
買
付
者
に
対
し
て
、
公
開
買
付
け
の

申
込
み
を
行
う
旨
の
決
定
を
遅
滞
な
く
公
表
す
る
と
と
も
に
、
監
督
機
関
に
対
し
て
も
当
該
情
報
を
提
供
す
る
義
務
を
規
定
し
て
い

る

(

�)

（
指
令
六
条
一
項
一
文)

。
さ
ら
に
、
支
配
権
の
変
動
を
伴
う
公
開
買
付
け
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
労
働
者
の
利
害
関
係
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
買
付
者
に
よ
る
公
開
買
付
け
を
行
う
旨
の
決
定
が
あ
れ
ば
、
対
象
会
社
お
よ
び
買
付
会
社
の
執
行
機

関
は
、
自
社
の
労
働
者
代
表
（
労
働
者
代
表
が
い
な
い
場
合
に
は
労
働
者
自
身
）
に
対
し
て
、
当
該
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
同
項
三
文)
。

買
付
者
は
、
必
要
事
項
を
記
載
し
た
買
付
書
類
を
作
成
し
、
監
督
機
関
に
提
出
後

(

�)

、
そ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条

二
項
一
文
、
二
文)

。
買
付
書
類
の
公
表
は
、
対
象
会
社
の
株
主
に
公
開
買
付
け
に
応
じ
る
か
否
か
を
判
断
さ
せ
る
た
め
の
材
料
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
買
付
申
込
み
の
決
定
の
場
合
と
同
様
に
、
買
付
書
類
の
公
表
後
、
対
象
会
社
お
よ
び
買
付
会
社
の

執
行
機
関
は
自
社
の
労
働
者
等
に
対
し
て
買
付
書
類
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
項
三
文)

。

買
付
者
が
買
付
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
は
、
指
令
六
条
三
項
が
個
別
的
に
定
め
て
い
る

(

�)

。
し
か
し
、
こ
の
記
載
事
項

は
最
低
限
の
内
容
を
定
め
る
も
の
で
あ
っ
て
（
い
わ
ば
絶
対
的
記
載
事
項)

、
そ
れ
以
上
の
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
委
員
会
に
よ
り
、
買
付
書
類
の
記
載
事
項
に
関
し
て
は
実
施
準
則
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

点
も
、
そ
の
こ
と
を
意
味
す
る

(

�)

。

Ｅ
Ｕ
域
内
で
の
統
一
的
な
規
制
を
か
け
る
と
い
う
観
点
（L

e
v
e

l
P

lay
in

g
F

ie
ld

）
か
ら
、
ま
た
買
付
者
が
国
境
を
越
え
た
公
開

買
付
け
を
意
図
し
て
い
る
場
合
の
買
付
け
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
と
い
う
目
的
か
ら

(

�)

、
あ
る
加
盟
国
に
お
け
る
監
督
機
関
に
よ
り
承
認

さ
れ
た
買
付
書
類
は
、
当
該
会
社
の
有
価
証
券
が
上
場
さ
れ
て
い
る
他
の
す
べ
て
の
加
盟
国
に
お
い
て
も
、
必
要
と
さ
れ
る
翻
訳
を

付
せ
ば
、
新
た
な
承
認
手
続
を
要
せ
ず
に
承
認
さ
れ
る
（
指
令
六
条
二
項
四
文)
。
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（
２
）
対
象
会
社
の
執
行
機
関
に
よ
る
意
見
表
明

対
象
会
社
の
執
行
機
関
は
、
公
開
買
付
け
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
後
、
理
由
を
付
し
た
意
見
表
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
指
令
九
条
五
項)

(

�)

。
当
該
意
見
表
明
に
お
い
て
は
、
以
下
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
要
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
会

社
の
利
益
、
と
く
に
従
業
員
の
利
益
に
対
す
る
公
開
買
付
け
の
影
響
、
第
二
に
、
対
象
会
社
に
つ
い
て
の
買
付
者
の
戦
略
的
計
画
に

対
す
る
評
価
、
そ
し
て
第
三
に
、
雇
用
や
事
業
場
所
に
対
す
る
予
想
さ
れ
る
影
響
、
の
三
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
指
令
の
規

定
は
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
対
象
会
社
の
執
行
機
関
は
、
国
内
の
法
規
定
に
基

づ
い
て
、
追
加
的
内
容
を
含
む
意
見
表
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
る

(

�)

。

な
さ
れ
た
意
見
表
明
は
、
会
社
の
労
働
者
代
表
、
ま
た
は
労
働
者
代
表
が
い
な
い
場
合
に
は
労
働
者
自
身
に
対
し
て
、
提
供
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
労
働
者
代
表
が
い
る
場
合
に
、
当
該
買
付
け
の
対
象
会
社
の
雇
用
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
の
労
働

者
代
表
に
よ
る
意
見
が
、
対
象
会
社
の
執
行
機
関
に
対
し
て
到
達
し
て
い
る
と
き
は
、
前
述
の
対
象
会
社
執
行
機
関
に
よ
る
意
見
表

明
に
は
、
労
働
者
代
表
に
よ
る
当
該
意
見
が
付
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
対
象
会
社
の
状
況
報
告
書
に
お
い
て
開
示
さ
れ
る
べ
き
事
項

指
令
一
条
一
項
が
規
定
す
る
意
味
で
の
会
社

(

�)

は
、
個
別
決
算
の
場
合
に
は
会
社
法
第
四
指
令
四
六
条
に
基
づ
い
て
状
況
報
告
書
に
、

連
結
決
算
の
場
合
に
は
会
社
法
第
七
指
令
三
六
条
に
基
づ
い
て
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
状
況
報
告
書
に
、
そ
れ
ぞ
れ
企
業
買
収
の
状
況
に
つ

い
て
、
一
定
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
指
令
一
〇
条
二
項)
。
各
加
盟
国
に
よ
り
多
少
の
相
違
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

(

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
）
状
況
報
告
書
に
記
載
す
べ
き
一
定
の
事
項
の
う
ち
の
一
部
は
、
定
款
記
載
事
項
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

定
款
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
状
況
報
告
書
の
記
載
と
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
記
載
事
項
に
は
敵
対
的
公
開
買
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付
け
に
対
す
る
対
抗
手
段
に
関
す
る
事
項
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
の
関
係
で
、
企
業
買
収
と
い
う
あ
る
特
殊
な
状
況
に
共
通
す

る
記
載
事
項
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
と
り
わ
け
国
境
を
越
え
た
企
業
買
収
の
際
に
買
付
者
が
対
象
会
社
の
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
が
容
易
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

(

�)

。

そ
も
そ
も
、
こ
の
規
定
の
趣
旨
は
、
将
来
の
買
付
者
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
会
社
の
基
本
的
な
情
報
を
開
示
さ
せ
る
こ
と
で
、
透

明
性
を
確
保
し
、
欧
州
の
市
場
に
対
す
る
投
資
家
の
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
既
述
の
と
お
り
、
こ
の
情
報

開
示
は
状
況
報
告
書
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
状
況
報
告
書
に
お
い
て
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
定
時
総
会
に
お
い
て
も
詳
細
な
報
告
書
が
提
出

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
加
盟
国
の
法
状
況
に
よ
り
異
な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
状
況
報
告
書
等
は
、
経
済
検
査
士
等
の
専
門

家
に
よ
る
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
正
確
性
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
信
頼
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

二
〇
〇
二
年
指
令
案
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
、
事
業
年
度
の
経
過
に
よ
り
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
齟
齬
が
生
じ
た
場

合
の
対
象
会
社
執
行
機
関
に
よ
る
訂
正
義
務
（
二
〇
〇
二
年
指
令
案
一
〇
条
二
項
）
や
、
状
況
報
告
書
に
お
け
る
記
載
事
項
の
う
ち

構
造
上
の
問
題
と
対
抗
措
置
の
問
題
に
関
す
る
、
二
年
に
一
度
の
株
主
総
会
に
よ
る
意
見
陳
述
権
（
同
条
三
項
）
に
つ
い
て
は
、
本

指
令
は
規
定
し
て
い
な
い

(

�)

。

状
況
報
告
書
に
お
い
て
開
示
さ
れ
る
べ
き
記
載
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る

(

�)

。

①

会
社
の
資
本
構
成

(

�)

会
社
の
資
本
金
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
行
済
株
式
の
総
数
、
種
類
お
よ
び
そ
の
種
類
と
結
び
つ
い
た
権
利
・
義
務

(

�)

（
優
先
株
お

よ
び
そ
の
優
先
権
の
内
容
、
複
数
議
決
権
株
式
等)

、
種
類
株
式
の
会
社
の
資
本
に
対
す
る
割
合
も
、
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
加
盟
国
の
市
場
で
取
引
さ
れ
て
い
な
い
有
価
証
券
（
Ｅ
Ｕ
域
外
で
取
引
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
む
）
も
開
示
の
対
象

と
な
る

(

�)

。
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②

有
価
証
券
の
譲
渡
制
限
に
関
す
る
事
項

こ
れ
に
は
、
有
価
証
券
の
所
有
そ
れ
自
体
に
対
す
る
制
限
（
一
定
割
合
以
上
の
有
価
証
券
の
所
有
制
限
に
関
す
る
定
款
規
定
）

と
、
有
価
証
券
の
譲
渡
に
会
社
や
他
の
有
価
証
券
所
有
者
の
同
意
を
要
す
る
も
の
と
の
双
方
が
含
ま
れ
る

(

�)

。

③

重
要
な
直
接
ま
た
は
間
接
の
資
本
参
加

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
上
場
し
て
い
る
企
業
に
対
す
る
重
要
な
直
接
ま
た
は
間
接
の
資
本
参
加
が
、
開
示
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
構
造
や
相
互
資
本
参
加
等
が
、
指
令
に
お
い
て
は
例
示
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う

重
要
性
に
つ
い
て
は
、
上
場
許
可
指
令

(

�)

八
五
条
の
規
定
に
よ
る
。
こ
の
規
定
に
よ
る
と
、
議
決
権
の
一
〇
％
を
超
え
る
す
べ

て
の
資
本
参
加
が
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。

④

特
別
な
支
配
的
権
利

特
別
な
支
配
的
権
利
を
内
容
と
す
る
有
価
証
券
と
そ
の
所
有
者
に
関
す
る
記
載
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
定
款
に
規

定
さ
れ
て
い
る
拒
否
権
や
加
盟
国
に
権
利
を
認
め
る
い
わ
ゆ
る
黄
金
株
（g

o
ld

e
n

sh
are

s

）
な
ど
が
、
そ
の
典
型
例
で
あ
る

(

�)

。

⑤

労
働
者
に
よ
る
資
本
参
加
が
存
在
す
る
場
合
に
お
け
る
議
決
権
支
配

こ
こ
で
は
、
労
働
者
に
よ
る
資
本
参
加
（
共
同
決
定
制
度
等
）
の
制
度
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
支
配
権
が
労
働
者
に

よ
り
直
接
に
行
使
さ
れ
得
な
い
場
合
の
議
決
権
支
配
の
態
様
が
、
記
載
事
項
と
な
る

(

�)

。

⑥

議
決
権
制
限
に
関
す
る
事
項

こ
こ
で
開
示
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
例
え
ば
、
上
限
付
き
議
決
権

(

�)

、
議
決
権
の
時
間
的
制
限
（
発
行
後
二
年
間
は
議
決
権
行

使
が
禁
止
さ
れ
る
等)

、
株
式
の
経
済
的
権
利
が
株
式
所
有
と
分
離
し
て
い
る
制
度
（
例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
議
決

権
な
き
投
資
証
券
シ
ス
テ
ム

(

�)

）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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⑦

社
員
間
で
の
議
決
権
拘
束
契
約

こ
こ
で
開
示
の
対
象
と
な
る
の
は
、
議
決
権
拘
束
に
関
す
る
社
員
間
の
合
意
で
あ
っ
て
、
社
員
と
第
三
者
と
の
合
意
は
こ
こ

に
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
、
実
効
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
会
社
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
場
合
に
限
る
と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

⑧

執
行
機
関
構
成
員
の
選
解
任
に
関
す
る
事
項
お
よ
び
定
款
変
更
に
関
す
る
事
項

執
行
機
関
構
成
員

(

�)

の
選
任
お
よ
び
解
任
に
関
す
る
決
議
要
件
が
、
ま
ず
第
一
に
開
示
の
対
象
と
な
る
。
若
干
の
加
盟
国
に
お

い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
共
同
決
定
制
度
も
、
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
派
遣
権

(

�)

の
よ
う
な
選
任
に
関
す

る
特
殊
な
権
利
そ
の
他
の
特
別
な
要
件
に
関
す
る
定
款
規
定
も
、
開
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
は
、
一
般
的
な

定
款
変
更
の
決
議
要
件
が
記
載
の
対
象
と
さ
れ
る
。

⑨

特
に
新
株
の
発
行
お
よ
び
自
己
株
式
の
買
い
戻
し
に
関
す
る
執
行
機
関
構
成
員
の
権
限

一
般
的
な
新
株
発
行
権
限
お
よ
び
自
己
株
式
の
買
受
権
限
の
所
在
が
、
第
一
に
記
載
の
対
象
と
な
る
。
そ
の
際
に
、
新
株
発

行
権
限
に
つ
い
て
特
別
の
規
定
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
当
該
制
度
に
つ
い
て
も
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

�)

。
ま
た
、
こ

の
規
定
の
趣
旨
や
目
的
か
ら
、
潜
在
的
買
付
者
に
よ
る
公
開
買
付
け
の
実
行
を
阻
止
す
る
可
能
性
の
あ
る
、
対
象
会
社
の
執

行
機
関
に
対
す
る
対
抗
措
置
に
関
す
る
事
前
の
授
権
に
つ
い
て
も
、
状
況
報
告
書
へ
の
記
載
お
よ
び
開
示
の
対
象
と
な
る

(

�)

。

⑩

支
配
権
変
動
に
関
す
る
合
意

会
社
が
参
加
す
る
合
意
で
あ
っ
て
、
公
開
買
付
け
の
結
果
会
社
の
支
配
権
に
変
動
を
来
し
た
場
合
に
発
動
（
変
更
や
終
了
の

場
合
も
含
む
）
さ
れ
る
タ
イ
プ
の
も
の
が
対
象
と
な
る

(

�)

。
他
に
も
、
支
配
権
変
動
が
生
じ
た
と
き
に
、
解
約
さ
れ
る
旨
の
条

項
が
挿
入
さ
れ
た
信
用
契
約
や
、
同
じ
く
メ
ー
カ
ー
等
に
お
い
て
支
配
権
変
動
の
際
に
は
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
す
べ
て
退

職
す
る
旨
の
任
用
契
約
も
、
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
会
社
経
営
に
と
っ
て
、
そ
し
て
同
時
に
買
付
者
に
と
っ
て
も
重
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要
と
思
わ
れ
る
合
意
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
開
示
す
る
こ
と
が
会
社
に
と
っ
て
著
し
い
不
利
益
と
な
る
場
合
に

は
、
開
示
が
免
除
さ
れ
る

(

�)

。

⑪

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
に
つ
い
て
の
合
意

公
開
買
付
け
に
よ
り
支
配
権
が
変
動
し
た
結
果
、
正
当
な
理
由
な
く
解
任
さ
れ
る
執
行
機
関
の
構
成
員
に
相
当
の
補
償
を
与

え
る
旨
の
合
意
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
会
社
と
執
行
機
関
構
成
員
の
間
の
合
意
の
み
な
ら
ず
、
会
社
と
労
働
者
と
の

間
で
締
結
さ
れ
る
類
似
の
合
意
（
い
わ
ゆ
るtin
p

arach
u

te
s

）
も
含
ま
れ
る
。

八

結
び
に
か
え
て

以
上
、
Ｅ
Ｕ
第
一
三
指
令
に
お
け
る
株
式
公
開
買
付
規
制
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
本
稿
は
、
直
接
Ｅ
Ｕ
第
一
三
指
令
に
お
け

る
規
制
方
法
を
わ
が
国
に
導
入
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
将
来
わ
が
国
に
お
い
て
公
開
買
付
規
制
を
見
直
す
場
合
、

ま
た
は
新
た
に
企
業
買
収
法
制
を
整
備
す
る
場
合
に
、
一
つ
の
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
、
も
し
く
は
規
制
の

方
向
性
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
本
稿
で
検
討
し
た
内
容
を
振
り
返
り
、
結

び
に
か
え
た
い
。

本
指
令
が
目
指
す
も
の
は
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
企
業
買
収
規
制
に
お
け
るL

e
v
e

l
P

lay
in

g
F

ie
ld

の
構
築
、
少
数
株
主
保
護
、
そ

し
て
手
続
き
に
お
け
る
透
明
性
の
確
保
の
三
つ
に
集
約
さ
れ
る
。
第
一
のL

e
v
e

l
P

lay
in

g
F

ie
ld

の
構
築
と
い
う
点
は
、
中
立
義
務

とB
re

ak
th

ro
u

g
h

規
定
を
核
と
す
る
選
択
モ
デ
ル
の
中
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
指
令
制
定
の
経
緯
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｕ

加
盟
国
に
お
け
る
法
状
況
の
相
違
か
ら
、
妥
協
の
産
物
と
し
て
導
入
さ
れ
た
選
択
モ
デ
ル
や
相
関
的
適
用
に
関
す
る
規
定
を
仔
細
に

検
討
す
る
と
、
必
ず
し
も
当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
指
令
の
重
要
な
部
分

株式公開買付規制の方向性
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に
つ
い
て
は
、
各
加
盟
国
の
法
規
制
に
委
ね
る
旨
の
規
定
が
数
多
く
見
ら
れ
、
こ
の
方
向
性
は
、
昨
今
の
Ｅ
Ｕ
指
令
や
Ｅ
Ｕ
に
お
け

る
会
社
法
規
（
特
に
Ｓ
Ｅ
法
規
則
）

(

�)

と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
妥
協
の
産
物
で
あ
れ
導
入
さ
れ
た

B
re

ak
th

ro
u

g
h

規
定
は
、
多
く
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お
け
る
「
望
ま
し
い
企
業
買
収
は
促
進
さ
れ
る
べ
き
」
と
の
認
識
を
根
底
に
有
し

て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
中
立
義
務
が
規
制
の
原
則
と
し
て
据
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
の
少
数
株
主
保
護
に
つ
い
て
は
、
義
務
的
公
開
買
付
規
制
、S

q
u

e
e

ze
-o

u
t

お
よ
びS

e
ll-o

u
t

の
三
つ
の
制
度
が
相
互
補
完

的
な
関
係
と
し
て
、
規
制
理
念
の
実
現
の
た
め
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
義
務
的
公
開
買
付
制
度
は
、
す
べ
て
の
株
主
に

支
配
権
プ
レ
ミ
ア
ム
に
与
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
支
配
権
変
動
が
生
じ
た
場
合
に
、
少
数
株
主
に
適
正
な
価
格
で
会
社
か

ら
撤
退
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る

(

�)

。
さ
ら
に
、S

q
u

e
e

ze
-o

u
t

の
制
度
に
よ
り
、
一
定
割
合
の
議
決
権
を
有
す
る
買
付
者
に
は
、

残
余
の
株
主
を
会
社
か
ら
適
正
価
格
を
対
価
と
し
て
締
出
す
こ
と
が
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
他
方
で
はS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

の

制
度
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
に
、
同
一
の
要
件
の
も
と
で
少
数
株
主
に
自
ら
自
己
の
株
式
を
買
付
者
に
売
り
渡
す
こ
と
で
退
社
す
る

機
会
を
保
障
す
る
制
度
（S

e
ll-o

u
t

の
制
度
）
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
制
度
も
要
件
は
異
な
る
も
の
の
、
適
正
な
対
価
と

引
き
換
え
に
少
数
株
主
が
退
社
す
る
こ
と
と
な
る
制
度
で
あ
り
、
適
正
対
価
に
つ
い
て
は
統
一
的
な
規
制
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
第
三
の
手
続
き
の
透
明
性
確
保
に
つ
い
て
は
、
開
示
規
制
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
買
付
者
に
対
し
て
は
買
付
書
類
を
作

成
さ
せ
、
公
開
買
付
け
に
関
す
る
最
低
限
の
内
容
を
開
示
さ
せ
る
と
と
も
に
、
対
象
会
社
の
執
行
機
関
に
対
し
て
は
意
見
表
明
義
務

を
課
し
、
さ
ら
に
は
（
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
）
状
況
報
告
書
に
お
い
て
会
社
の
内
容
を
開
示
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
手
続
き
の
透
明
性
を

確
保
し
て
い
る
。
開
示
規
制
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
労
働
者
の
利
益
に
配
慮
し
た
規
定
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
買

付
書
類
に
お
い
て
も
将
来
の
雇
用
関
係
に
関
す
る
買
付
者
の
意
図
を
記
載
事
項
と
し
、
対
象
会
社
の
執
行
機
関
に
よ
り
な
さ
れ
た
意

見
表
明
も
労
働
者
に
対
し
て
提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
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以
上
の
Ｅ
Ｕ
第
一
三
指
令
に
お
け
る
検
討
を
通
じ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
現
行
制
度
も
し
く
は
新
た
な
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
、

い
か
な
る
示
唆
が
得
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
わ
が
国
の
証
券
取
引
法
は
、
取
引
所
有
価
証
券
市
場
外
に
お
け
る
株
券
等
の
買
付
け
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
公
開
買

付
け
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
、
強
制
公
開
買
付
制
度
を
採
用
し
て
い
る
が
、
五
％
を
超
え
な
い
買
付
け
、
著
し
く
少

数
の
者
か
ら
の
買
付
け
、
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
買
付
け
に
つ
い
て
は
、
強
制
公
開
買
付
け
の
適
用
除
外
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

買
付
後
の
株
券
等
保
有
割
合
が
三
分
の
一
を
超
え
る
場
合
に
は
、
著
し
く
少
数
の
者
か
ら
の
買
付
け
で
あ
っ
て
も
公
開
買
付
け
が
強

制
さ
れ
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
（
証
取
二
七
条
の
二
第
一
項
、
証
取
施
行
令
七
条
四
項)

。

こ
の
よ
う
な
わ
が
国
に
お
け
る
強
制
公
開
買
付
制
度
と
Ｅ
Ｕ
第
一
三
指
令
に
お
け
る
義
務
的
公
開
買
付
け
の
制
度
と
は
若
干
異
な

る
が
、
投
資
者
の
平
等
取
扱
い
、
情
報
開
示
を
基
礎
と
す
る
手
続
き
の
透
明
性
確
保
と
い
う
制
度
趣
旨
は
、
両
者
に
共
通
す
る
も
の

で
あ
る

(

�)

。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
お
け
る
義
務
的
公
開
買
付
規
制
は
、
そ
の
趣
旨
と
し
て
、
少
数
株
主
保
護
を
挙
げ
て
い
る
。
結
合

企
業
法
制
が
多
か
れ
少
な
か
れ
整
備
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お
い
て
さ
え
、
義
務
的
公
開
買
付
け
に
よ
る
少
数
株
主
保
護
の
有
用

性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
結
合
企
業
法
制
を
持
た
な
い
わ
が
国
に
お
い
て
、
単
に
株
式
公
開
買
付
け
を
投
資
家
の
視
点
か

ら
の
み
見
る
の
で
は
な
く
、
結
合
企
業
法
制
と
の
関
係
で
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
際
に
、

本
指
令
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
採
用
さ
れ
て
い
る
義
務
的
公
開
買
付
け
の
制
度
は
、
そ
の
基
準
は
別
途
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

も
、
方
向
性
と
し
て
は
考
慮
に
値
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る

(

�)

。

同
じ
く
少
数
株
主
保
護
に
関
連
す
る
規
制
と
し
て
、S

q
u

e
e

ze
-o

u
t

とS
e

ll-o
u

t

の
制
度
に
つ
い
て
も
、
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
わ
が
国
に
お
け
る
少
数
株
主
の
締
め
出
し
制
度
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
の
段
階
で
は
提

案
さ
れ
て
い
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
そ
の
導
入
は
見
送
ら
れ
た
。
今
後
こ
の
制
度
を
新
た
に
構
築
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

株式公開買付規制の方向性
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の
際
に
は
、
公
開
買
付
規
制
と
の
関
係
（
公
開
買
付
前
置
主
義
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
も
含
め
て
）
を
考
慮
に
入
れ
た
規
制
が
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、S

e
ll-o

u
t

（
株
式
強
制
買
取
請
求
権
）
の
制
度
が
締
め
出
し
制
度
と
一
体
の
も
の
と
し
て
導
入
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
指
令
に
お
い
て
特
徴
的
な
規
制
は
、
中
立
義
務
、B

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
、
お
よ
び
そ
の
任
意
選
択
に
関
す
る
諸
規
定
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
規
定
が
、
加
盟
国
に
よ
る
妥
協
の
産
物
と
し
て
出
来
上
が
っ
た
と
い
う
点
は
否
め
な
い
し
、
本
指
令
が
目
指
すL

e
v
e

l

P
lay

in
g

F
ie

ld

の
構
築
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
前
述
の
と
お
り
甚
だ
疑
問
で
あ
る
が
、
そ
の
点
を
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し

て
も
、
規
制
の
在
り
方
と
し
て
は
参
考
に
な
る
部
分
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
のL

e
v
e

l
P

lay
in

g
F

ie
ld

の
考
え
方
、

換
言
す
れ
ば
武
器
の
対
等
性
と
い
う
思
考
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
規
制
の
方
向
性
に
も
十
分
に
妥
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

(

�)

、
株
主

総
会
決
議
を
前
提
と
す
る
中
立
義
務
やB
re

ak
th

ro
u

g
h

規
定
、
そ
し
て
選
択
モ
デ
ル
と
い
う
Ｅ
Ｕ
の
規
制
方
法
は
、
こ
の
思
考
の

一
つ
の
具
体
化
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
か
な
り
顕
著
な
状
況
で
あ
る
が
、
公
開
買
付
け
の
局
面
に
お
い
て
も
労
働
者
の
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
点
は
、

参
考
に
す
べ
き
点
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
支
配
権
変
動
に
よ
り
労
働
者
に
対
し
て
生
じ
得
る
直
接
的
な
不
利
益
に
対
す
る
保
護
に
つ

い
て
は
、
別
途
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
公
開
買
付
規
制
の
枠
内
で
は
、
労
働
者
に
対
す
る
情
報
開
示
と
い
う
形

で
の
保
護
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
際
に
は
本
指
令
の
情
報
開
示
規
制
は
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

(

�)

。

企
業
価
値
研
究
会
（
座
長
神
田
秀
樹
東
京
大
学
教
授
）
が
平
成
一
七
年
五
月
二
七
日
に
発
表
し
た
「
企
業
価
値
報
告
書
」
お
よ
び

経
済
産
業
省
と
法
務
省
が
同
日
に
公
表
し
た
「
企
業
価
値
・
株
主
共
同
の
利
益
の
確
保
又
は
向
上
の
た
め
の
買
収
防
衛
策
に
関
す
る

指
針
」
に
よ
れ
ば
、
防
衛
策
の
目
的
・
内
容
等
に
関
し
て
株
主
に
開
示
す
べ
き
旨
を
提
案
し
て
い
る

(

�)

。
Ｅ
Ｕ
指
令
が
九
条
や
一
一
条

のB
re

ak
th

ro
u

g
h

規
定
の
採
用
状
況
に
つ
き
、
開
示
さ
せ
る
規
定
を
有
し
て
い
る
こ
と
の
関
係
か
ら
み
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

神戸学院法学 第35巻第１号

40



( 41 )

比
較
法
的
に
見
て
も
十
分
に
理
由
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
１)
株
式
会
社
イ
ー
・
ア
ク
セ
ス
、
株
式
会
社
西
濃
運
輸
、
株
式
会
社
ア
イ
テ
ィ
フ
ォ
ー
、
株
式
会
社
サ
イ
バ
ー
ド
、
な
ど
が
信
託
型
ラ

イ
ツ
プ
ラ
ン
の
導
入
を
取
締
役
会
で
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
株
式
会
社
ニ
レ
コ
は
取
締
役
会
で
買
収
防
衛
策
と
し
て
の
新
株
予
約
権
の

発
行
を
決
定
し
た
が
、
株
主
に
よ
る
差
止
仮
処
分
の
申
請
が
東
京
地
裁
に
提
起
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
六
月
一
日
東
京
地
裁
で
発
行
差
止
の

仮
処
分
決
定
が
な
さ
れ
た
（
東
京
地
決
平
成
一
七
・
六
・
一
金
融
・
商
事
判
例
一
二
一
八
号
八
頁)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
ニ
レ
コ
は
異
議

申
し
立
て
を
行
っ
た
が
、
東
京
高
裁
は
抗
告
棄
却
の
決
定
を
下
し
て
い
る
（
東
京
高
決
平
成
一
七
・
六
・
一
五
金
融
・
商
事
判
例
一
二
一

九
号
八
頁
）

(

２)

代
表
的
な
会
社
と
し
て
、
株
式
会
社
東
京
放
送
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
京
放
送
Ｈ
Ｐ：

h
ttp

://w
w

w
.tb

s.co
.jp

/

ir/im
ag

e
s/h

1
7

0
3

iin
k

aim
e

ib
o
.p

d
f

参
照
。
な
お
、
株
式
会
社
東
芝
も
、
同
社
の
株
式
に
対
し
て
買
収
提
案
が
な
さ
れ
た
と
き
の
対
処
方

針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
東
芝
Ｈ
Ｐ：

h
ttp

://w
w

w
.to

sh
ib

a.co
.jp

/ab
o

u
t/p

re
ss/2

0
0

5
_

0
5

/p
r_

j1
3

0
1
.h

tm

(

３)

東
京
地
決
平
成
一
七
・
三
・
一
一
金
融
・
商
事
判
例
一
二
一
三
号
二
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
七
三
号
一
四
三
頁
（
基
本
事
件)

、

東
京
地
決
平
成
一
七
・
三
・
一
六
金
融
・
商
事
判
例
一
二
一
三
号
二
一
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
七
三
号
一
四
〇
頁
（
保
全
異
議
決
定)

、

東
京
高
決
平
成
一
七
・
三
・
二
三
金
融
・
商
事
判
例
一
二
一
四
号
六
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
七
三
号
一
二
五
頁
（
保
全
異
議
決
定
に
対

す
る
抗
告
決
定)

。
本
件
の
解
説
と
し
て
、
大
杉
謙
一｢
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
新
株
予
約
権
発
行
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
」
金
融
法
務
事
情
一

七
三
三
号
一
三
頁(

二
〇
〇
五
年)

、
太
田
洋｢

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
新
株
予
約
権
発
行
差
止
仮
処
分
申
立
事
件
決
定
と
そ
の
意
義[

上]
[

下]｣

商
事
法
務
一
七
二
九
号
二
四
頁
（
二
〇
〇
五
年)

、
一
七
三
〇
号
九
頁
（
二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。

(

４)

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
上
村
達
男
「
市
場
の
ル
ー
ル
を
踏
み
荒
ら
す
者
は
誰
か
」
世
界
七
三
九
号
六
二
―
六
三
頁
（
二
〇
〇
五
年
）

(

５)

大
杉
・
前
掲
註(

３)

一
一
頁
。

(

６)

Ｅ
Ｕ
第
一
三
指
令
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
北
村
雅
史
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
公
開
買
付
規
制
」
商
事
法
務
一
七
三
二
号
四
頁
（
二
〇

株式公開買付規制の方向性
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〇 五 年 ) 、 末 岡 晶 子 「 Ｅ Ｕ 企 業 買 収 指 令 に お け る 敵 対 的 買 収 防 衛 策 の 位 置 づ け と Ｔ Ｏ Ｂ 規 制 」 商 事 法 務 一 七 三 三 号 頁

（ 二 〇 〇 五 年 ） が あ る 。

( ７ ) 一 九 七 四 年 の Pennington 草 案 か ら 一 九 九 七 年 指 令 案 ま で の 詳 し い 経 緯 に つ い て は 、 拙 稿 「 Ｅ Ｕ と ド イ ツ に お け

る 株 式 公 開 買 付 規 制 」 青 山 法 学 論 集 四 〇 巻 二 号 五 八 頁 （ 一 九 九 八 年 ） 以 下 の 内 容 お よ び そ こ に 掲 げ ら れ て い る 文 献 を

参 照 。

( ８ ) Kommissions-Dokument XI/56/74-E. Vgl. dazu Behrens, Peter, Rechtspolitische Grundsatzfragen zu einer �������

�	
��Regelung ������������������, ZGR 1975, S.433 ff.; Bess, �����, Eine �������	
��Regelung ������������

�������, AG 1976, S. 169 ff.(Teil I) und 206 ff.(Teil II)

( ９ ) Vorschlag ���eine dreizehnte Richtlinie des Rates auf dem Gebiet des Gesellschaftsrechts �������������������,

ABlEG 1989 Nr. C 64 v. 14. 03. 1989, S. 8 ff.

( �) イ ギ リ ス に つ い て は 、City Code に よ る 自 主 規 制 が で き な く な る こ と へ の 恐 れ か ら 、 ま た ド イ ツ に つ い て は 、 後

述 す る 義 務 的 公 開 買 付 け に よ り 、 国 民 経 済 的 に 望 ま し く な い 企 業 集 中 が 生 じ る こ と へ の 危 機 感 か ら 、 そ れ ぞ れ 指 令 案

に 反 対 し た と い わ れ て い る 。

( �) ���������Vorschlag einer dreizehnten Richtlinie vom 10. 09. 1990, ABlEG 1990 Nr. C 240 v. 26. 09. 1990, S. 7 ff.

( �) Vorschlag ���eine dreizehnte Richtlinie des �������	
��Parlaments und des Rates auf dem Gebiet des Gesell-

schaftsrechts �������������������, ABlEG 1996 Nr. C 162 v. 06. 06. 1996, S. 5 ff.

( �) ���������Vorschlag ���eine Richtlinie des �������	
��Parlaments und des Rates auf dem Gebietdes Gesellschafts-

rechts �������������������v. 10. 11. 1997 ―KOM (97) 565 endg., abgedruckt in: ZIP 1997, S. 2172.

( �) Wiesner, Peter M., Die neue ����������
������und die Folge, ZIP 2004, S. 343, 344.

( �) ス ペ イ ン と イ ギ リ ス と の 間 で 、 ジ ブ ラ ル タ ル に 本 店 を 有 す る 会 社 に つ い て 公 開 買 付 け を 行 う 場 合 に 、 い ず れ の 国
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の
監
督
機
関
が
管
轄
権
限
を
有
す
る
の
か
と
い
う
問
題
。

(
�)

A
B

lE
G

N
r.

C
2

3
/1

v
.

2
4
.

0
1
.

2
0

0
1
.

こ
の
「
共
通
の
立
場
」
に
関
し
て
は
、
早
川
勝
「『

Ｅ
Ｕ
公
開
買
付
に
関
す
る
第
一
三
会
社

法
指
令
』
に
対
す
る
閣
僚
理
事
会
の
共
同
意
見
」
同
志
社
法
学
五
三
巻
三
号
三
九
三
頁
以
下
（
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

(

�)
B

e
sch

lu
ss

d
e

s
�
�
���

���	

�
�

P
arlam

e
n

ts,
A

B
lE

G
N

r.
C

2
3

2
v
.

1
7
.

0
8
.

2
0

0
1
,

S
.

1
6

8
ff.

V
g

l.
d

azu
M

au
l,

S
ilja/

M
u

ffat-

Je
an

d
e

t,

��
��
��

,
D

ie
E

U
-�

��
��
�

�
�
��	


����
��

―In
h

alt
u

n
d

U
m

se
ztu

n
g

in
n

atio
n

ale
s

R
e

ch
t
(

T
e

il
I)

,
A

G
2

0
0

4
,

S
.

2
2

1
,

2
2

3
.

こ
の
修
正
提
案
の
う
ち
、
欧
州
議
会
が
重
視
し
て
い
た
の
は
、
情
報
開
示
お
よ
び
報
告
義
務
に
よ
る
労
働
者
の
利
益
の
保
護
、
少
数
株
主

の
締
め
出
し
、
義
務
的
公
開
買
付
け
の
場
合
の
「
適
正
価
格
」
概
念
の
具
体
化
、
対
象
会
社
取
締
役
の
中
立
義
務
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
は
、
指
令
成
立
の
際
の
議
論
に
お
い
て
、
加
盟
国
の
思
惑
が
最
も
集
中
し
た
論
点
で
あ
る
。

(

�)

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、N

e
y

e
,

H
an

s-W
e

rn
e

r,
D

ie
E

U
-�

����
�

�
���	


����
��

au
f

d
e

r
Z

ie
lg

e
rad

e
n
,

Z
IP

2
0

0
1
,

S
.

1
1

2
0
,

1
1

2
1

に
詳
し
い
。
ま
た
、
邦
語
文
献
と
し
て
、
早
川
勝
「
企
業
買
収
に
関
す
る
会
社
法
の
領
域
に
お
け
る
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
会
社

法
指
令
（
Ｅ
Ｕ
公
開
買
付
第
一
三
指
令
）
案
に
つ
い
て
」
同
志
社
法
学
五
三
巻
六
号
四
七
頁
以
下
（
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

(

�)

こ
の
と
き
否
決
さ
れ
た
の
は
、
当
時V

o
d

afo
n

e

のM
an

n
e

sm
an

n

に
対
す
る
買
収
の
た
め
に
、
企
業
買
収
の
局
面
で
取
締
役
が
無

条
件
で
中
立
義
務
を
負
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
指
令
案
に
対
し
て
、
異
常
な
ほ
ど
の
拒
否
反
応
を
示
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
経
済
界
の
意

見
を
代
弁
し
た
、
ド
イ
ツ
人
議
員
で
あ
るK

au
s-H

e
in

e
r

L
e

h
n

e

に
よ
る
報
告
、
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
営
会
社
Ｅ
Ｄ
Ｆ
に
よ
る
イ
タ

リ
ア
と
ス
ペ
イ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
に
対
す
る
公
開
買
付
け
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
の
議
員
が
反
対
に
回
っ
た
こ
と
の
二

つ
が
原
因
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。M

au
l/M

u
ffat-Je

an
d

e
t,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

1
7)

,
T

e
il

I,
S
.

2
2

1
,

2
2

4
.

(

�)

オ
ラ
ン
ダ
の
会
社
法
学
者Jaap

W
in

te
r

を
座
長
と
す
る
会
社
法
の
専
門
家
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
、
同
グ
ル
ー
プ
は
、

公
開
買
付
指
令
の
他
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
分
野
に
お
い
て
も
重
要
な
勧
告
を
行
っ
て
い
る
。B

e
rich

t
d

e
r

H
o

ch
ran

g
ig

e
n

G
ru

p
p

e
n

v
o

n
E

x
p

e
rte

n
au

f
d

e
m

G
e

b
ie

t
d
e

s
G

e
se

llsch
aftsre

ch
ts

�
���

m
o

d
e

rn
e

g
e

se
llsch

aftsre
ch

tlich
e

R
ah

m
e

n
b
e

d
in

g
u

g
e

n

in
E

u
ro

p
a.

こ
の
報
告
書
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。h

ttp
://e

u
ro

p
a.e

u
.in

t/co
m

m
/in

te
rn

al_
m

ark
e

t/e
n

/
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company/company/news/hlg01-2002_de.pdf. な お 、 同 グ ル ー プ の Jaap Winter 以 外 の 他 の メ ン バ ー は 、 以 下 の と お り で

あ る 。 Jan Schans Christensen （ デ ン マ ー ク ) 、����Maria Garrido Garcia （ ス ペ イ ン ) 、Klaus J. Hopt （ ド イ ツ ) 、

Jonathan Rickford （ イ ギ リ ス ) 、Guido Rossi （ イ タ リ ア ) 、������Simon （ フ ラ ン ス ) 。

( �) Bericht der Hochrangigen Gruppe von Experten auf dem Gebiet des Gesellschaftsrechts �	�
die Abwicklung von

�	�
�������	���n (zit : Expertengruppe, Bericht). こ の 報 告 書 は 、 次 の Ｕ Ｒ Ｌ か ら ダ ウ ン ロ ー ド で き る 。http://eur-

opa.eu.int/comm/internal_market/en/company/company/ 前 註 の 会 社 法 現 代 化 の 報 告 書 お よ び 本 報 告 書 の 概 要 に 関 し て

は 、 ハ ラ ル ド ・ バ ウ ム 、 早 川 勝 ・ 久 保 寛 展 訳 「 ヨ ー ロ ッ パ 買 収 法 お よ び 会 社 法 の 改 正 に 関 す る 『 会 社 法 専 門 家 ハ イ レ

ベ ル グ ル ー プ 』 の 提 案 」 ワ ー ル ド ・ ワ イ ド ・ ビ ジ ネ ス ・ レ ビ ュ ー 五 巻 一 号 一 〇 四 頁 （ 二 〇 〇 三 年 ） 参 照 。

( �) Vorschlag ��
eine Richtlinie des ��
���������Parlaments und des Rates betreffend �	�
�������	���, KOM

(2002) 534 endg., ABlEG Nr. C 45 E/1. 本 指 令 案 は 、 次 の Ｕ Ｒ Ｌ か ら ダ ウ ン ロ ー ド で き る 。http://europa.eu.int/eurlex/

de/com/pdf/2002/com2002_0534de01.pdf.

( �) Wiesner, a. a. O.(Anm. 14), S. 343, 345.

( �) ド イ ツ は 、 指 令 九 条 の 中 立 義 務 に つ い て 、 Breakthrough 規 定 を 複 数 議 決 権 ま で 拡 張 し 、 か つ す べ て の

Breakthrough 規 定 を ヨ ー ロ ッ パ の 企 業 の み に 限 定 し た 場 合 に の み 、 受 け 入 れ る こ と が で き る と い う 立 場 を 崩 さ な か

っ た 。

( �) 欧 州 議 会 の 委 託 を 受 け た Dauner-Lieb と Lamandini に よ る 研 究 報 告 が 公 表 さ れ て い る 。 こ の 研 究 報 告 （The new

proposal of a directive on company law concerning takeover bids and the achievement of a level playing field ） は 、 次 の

Ｕ Ｒ Ｌ か ら ダ ウ ン ロ ー ド で き る 。http://www.jura.uni-duesseldorf.de/dozenten/noack/texte/sonstige/study.pdf.

( �) こ の 間 の 指 令 案 の 採 択 を め ぐ る 状 況 は 非 常 に 興 味 深 い 。 す な わ ち 、 ド イ ツ は 自 国 が 不 利 で あ る と 見 る や 、 イ ギ リ

ス と の 間 で 、 イ ギ リ ス が 公 開 買 付 指 令 に お い て ド イ ツ を 支 援 す る 見 返 り に 、 ド イ ツ は 派 遣 労 働 者 の 労 働 条 件 に 関 す る
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指
令
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
を
支
援
す
る
と
い
う
内
容
の
紳
士
協
定
を
成
立
さ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
が
味
方
に
つ
い
た
時
点
で
、
ド
イ
ツ
は
、
中

立
義
務
お
よ
びB

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
の
撤
廃
案
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、
さ
す
が
に
イ
ギ
リ
ス
も
こ
れ
に
は
反
対
し
た
（
イ
ギ
リ
ス
に

と
っ
て
中
立
義
務
は
公
開
買
付
規
制
に
と
っ
て
不
可
欠
の
条
文
で
あ
る
と
の
認
識
が
根
底
に
あ
る)

。
ド
イ
ツ
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
反
対
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
度
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
、
ド
イ
ツ
が
公
開
買
付
指
令
の
票
決
に
お
い
て
孤
立
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
フ

ラ
ン
ス
は
即
座
に
ド
イ
ツ
支
持
に
回
り
、
他
方
、
ド
イ
ツ
は
農
業
に
関
す
る
交
渉
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
を
支
持
す
る
と
い
う
内
容
の
協
定

を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
詳
細
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、M

au
l/M

u
ffat-Je

an
d
e

t,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
1

7)
,

T
e

il
I,

S
.

2
2

1
,

2
2

5

参
照
。

(

�)

中
立
義
務
とB

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
の
採
用
を
選
択
す
る
か
否
か
の
選
択
を
各
加
盟
国
と
企
業
自
身
に
委
ね
る
と
す
る
案
。
詳
し
く

は
、
後
述
Ⅴ
３
を
参
照
。

(

�)
W

ie
sn

e
r,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

1
4)

,
S
.

3
4

3
,

3
4

6
.

(

�)

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
日
の
委
員
会
指
令
案
に
関
し
て
報
告
を
行
っ
た
域
内
市
場
委
員
のB

o
lk

e
ste

in

は
、
最
後
ま
で
反
対
の
姿

勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
他
方
、
閣
僚
理
事
会
に
お
い
て
は
、
ス
ペ
イ
ン
が
共
同
体
に
お
け
る
特
許
を
め
ぐ
る
問
題
で
自
国
を
有
利
に
導
こ

う
と
、
恒
例
の
交
換
条
件
を
提
示
す
る
な
ど
の
駆
け
引
き
を
行
っ
た
が
、
最
終
的
な
票
決
の
際
に
ス
ペ
イ
ン
は
棄
権
し
て
い
る
。
ま
た
、

欧
州
議
会
に
お
い
て
は
、
社
会
主
義
政
党
出
身
の
議
員
に
よ
り
、
労
働
者
の
権
利
を
め
ぐ
っ
て
不
満
が
表
明
さ
れ
た
が
、
最
終
票
決
の
段

階
で
は
、
三
二
一
対
二
一
九
（
棄
権
九
）
で
指
令
を
成
立
さ
せ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、W

ie
sn

e
r,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

1
4)

,
S
.

3
4

3
,

3
4

6

参
照

(

�)

二
九
の
検
討
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
検
討
理
由
と
い
う
文
言
は
、
ド
イ
ツ
語
のin

�
��

���
�
�

n
ach

ste
h

e
n

d
e

r

�
�	
�


�

と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
文
献
が�

��
��
�
�
�

sg
ru

n
d
e

と
し
て
引
用
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
も
こ
れ
に
倣
っ
て
検
討
理
由
と
い

う
訳
語
を
付
し
て
い
る
。
な
お
、
英
語
で
はW

h
e

re
as

と
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

検
討
理
由(

１)

参
照
。

(

�)
�
	
��

��,
P

e
te

r
O

.,
U

m
se

tzu
n

g
sfrag

e
n

d
e

r
�
����

��
�
�����

���
��

―e
rh

e
b

lich
e

r
�
�

���

�
����
���

b
e

i
d
e

n
h

e
u

tig
e

n
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V
o

rsch
rifte

n
d

e
s
�
�
�
�

,
N

Z
G

2
0

0
4
,

S
.

6
3

3
,

6
3

4
.

(
�)

D
au

n
e

r-L
ie

b
,

B
arb

ara,
D

as
T

au
zie

h
e

n
u

m
d

ie
�
����

	

�
���


����
��

―e
in

e
M

o
m

e
n

tau
fn

ah
m

e
,

D
S

tR
2

0
0

3
S
.

5
5

5
.

(
�)
こ
の
点
は
、
後
述
す
る
中
立
義
務
、B

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
お
よ
び
そ
れ
を
核
と
す
る
相
関
的
適
用
に
関
す
る
規
定
の
場
面
で
問
題

と
な
る
。

(

�)

検
討
理
由(

２)

、(

９)

お
よ
び(

�)

参
照
。

(

�)

検
討
理
由(
３)

参
照
。

(

�)

一
般
原
則
の
第
三
条
一
項

(

ａ)

は
、
投
資
家
の
平
等
取
扱
原
則
を
明
文
化
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
わ
が
国
に
は
強
制
公

開
買
付
制
度
と
の
関
係
で
、
ど
の
程
度
投
資
家
平
等
取
扱
い
原
則
を
貫
く
べ
き
か
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
が
（
Ｔ
Ｏ
Ｂ
研
究
会
「
株
式
公

開
買
い
付
け
（
Ｔ
Ｏ
Ｂ
）
に
関
す
る
調
査
研
究
」
一
〇
頁
以
下
（
商
事
法
務
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年))

、
こ
の
点
も
Ｅ
Ｕ
指
令
の
特
徴
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
一
般
原
則
全
般
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
末
岡
・
前
掲
註(

６)

三
五
頁
参
照
。

(

�)
M

au
l/M

u
ffat-Je

an
d

e
t,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

1
7)

,
T

e
il

I,
S
.

2
2

1
,

2
2

5
.

(

�)
M

au
l/M

u
ffat-Je

an
d

e
t,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

1
7)

,
T

e
il

I,
S
.

2
2

1
,

2
2

6
.

(

	)

本
文
で
挙
げ
る
も
の
の
他
、
対
象
会
社
、
買
付
者
、
公
開
買
付
け
の
当
事
者
、
複
数
議
決
権
を
付
与
さ
れ
た
有
価
証
券
に
つ
い
て
の

定
義
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

(


)

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
（
企
業
買
収
法
二
九
条
二
項
）
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
お
い
て
は
議
決
権
の
三
〇
％
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い

て
は
発
行
済
株
式
の
三
〇
％
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
発
行
済
株
式
ま
た
は
議
決
権
の
三
三
、
三
％
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
お
い
て
は
議
決
権

の
二
〇
％
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
は
資
本
の
二
五
％
が
支
配
権
取
得
の
数
値
で
あ
る
。

(

�)

ド
イ
ツ
の
企
業
買
収
法
（W

e
rtp

ap
ie

re
rw

e
rb

s-
u

n
d
�
����

	

�
�������=

�
�
�
�

）
二
条
二
項
は
、
有
価
証
券
概
念
に
つ
い
て
、

証
券
が
発
行
さ
れ
て
い
る
か
を
問
わ
ず
、
株
式
、
株
式
に
代
わ
る
そ
の
他
の
有
価
証
券
、
投
資
証
券
、
株
式
の
取
得
を
目
的
と
す
る
そ
の

他
の
有
価
証
券
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
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( �) Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 17), Teil I, S. 221, 230.

( �) 詳 し く は 、Wymeersch, Eddy, �����������	��
��und Pflichtangebote, ZGR 2002, S. 520; Hopt, Klaus J., Grundsatz-

und Praxisprobleme nach dem Wertpapiererwerbs- und ���������	����, ZHR 166 (2002), S. 383, 415.

( �) な お 、 義 務 的 公 開 買 付 け の 規 制 の い わ ば 補 完 的 機 能 を 果 た す こ と を 意 図 し て 、 指 令 五 条 六 項 は 、 加 盟 国 が 、 公 開

買 付 け の 経 過 に 影 響 を 与 え な い 限 り 、 少 数 株 主 の 保 護 の た め の 別 の 方 策 を 講 じ る こ と が で き る 旨 を 規 定 し て い る 。 こ

の 点 は 、 ド イ ツ コ ン ツ ェ ル ン 法 の 規 定 が 意 識 さ れ て い る （ 一 九 九 七 年 指 令 案 を 参 照 ) 。

( �) Hommelhoff, Peter, Konzerneingangs-Schutz durch Takeover-Recht?, in: FS ���Johannes Semler, Berlin u. a. 1993, S.

455, 458 ff.; Hopt, Klaus J., ���
��������und deutsches ��������������, ZHR 161 (1997), S. 368, 384 ff.; ders., �����

�������	��
��im ���
�������n Recht, FS ���Rittner, �������1991, S. 187, 201; Reul, ���	��, Die Pflicht zur

Gleichbehandlung der ����
���� bei privaten Kontrolltransaktionen, �����	�� 1991, S. 302; Noda, Teruhisa,

Konzernbildungskontrolle bei der �����	�	��Aktiengesellschaft, �������1998, S. 85 ff. こ の 点 に 触 れ る 邦 語 文 献 と し

て 、 早 川 勝 「 コ ン ツ ェ ル ン 形 成 規 制 と し て の 株 式 公 開 買 付 ド イ ツ 連 邦 大 蔵 省 の 株 式 公 開 買 付 法 試 案 （Diskussion-

sentwurf-Entwurf eines Gesetzes zur Regelung von ���������������������� ） に つ い て 」 ワ ー ル ド ワ イ ド ビ ジ ネ ス

レ ビ ュ ー 二 巻 一 号 一 頁 （ 二 〇 〇 一 年 ) 、 拙 稿 ・ 前 掲 註 ( ７ ) 六 九 頁 。

( �) Wiedemann, Herbert, The German Experience with the Law of Affiliated Enterprises, in: Hopt (Hrsg.), Group of

Companies in European Laws, Volume II, Berlin-New York 1982, S. 21, 28; ders., Die Unternehmensgruppe im Privatrecht,

�����	��1988, S. 58; Emmerich, Volker/Sonnenschein, ���	��/Habersack, Mathias, Konzernrecht 7. Aufl., �������2001,

S. 19 ff.; Seydel, Eberhard, Konzernbildungskontrolle bei der Aktiengesellschaft, Baden-Baden 1995, S. 42; Noda, a. a.

O.(Anm. 46), S. 11 ff. 邦 語 文 献 と し て 、 高 橋 英 治 『 従 属 会 社 に お け る 少 数 派 株 主 の 保 護 』 三 四 頁 以 下 （ 有 斐 閣 、 一 九

九 八 年 ） 参 照 。株
式
公
開
買
付
規
制
の
方
向
性
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(

�)

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
規
制
に
は
、
従
属
会
社
を
対
象
と
す
る
も
の
と
支
配
会
社
を
対
象
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

会
社
の
少
数
株
主
を
保
護
す
る
と
い
う
思
考
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
支
配
会
社
が
対
象
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
子
会
社
の
重
要

な
組
織
再
編
行
為
に
対
し
て
親
会
社
株
主
が
ど
の
程
度
関
与
で
き
る
か
と
い
う
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
株
主
権
の
縮
減
に

関
す
る
議
論)

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
靖
史
「
子
会
社
の
基
礎
的
変
更
へ
の
親
会
社
株
主
の
関
与

ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ツ

ェ
ル
ン
形
成
・
指
揮
規
制
に
関
す
る
議
論
を
参
考
に

」
同
志
社
法
学
二
六
六
号
四
八
頁
（
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。
従
属
会
社
に
お

け
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
規
制
に
つ
い
て
は
、N

o
d

a,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
4

6)
,

p
assim

m
.

w
.

N
.

(

�)

こ
の
点
は
、
わ
が
国
の
強
制
公
開
買
付
制
度
の
再
検
討
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
支
配
権
プ
レ
ミ
ア
ム
分
配
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｂ
研
究
会
・
前
掲
註(

�)

一
〇
頁
以
下
、
一
七
頁
以
下
を
参
照
。

(

�)
D

av
ie

s,
P

au
l,

G
o

w
e

r’s
P

rin
cip

le
s

o
f

M
o

d
e

rn
C

o
m

p
an

y
L

aw
,

6
th

e
d
.,

1
9

9
7
,

S
.

7
9

2
f.

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
反
対

の
見
解
と
し
て
、D

A
V
(

D
e

u
tsch

e
r

A
n

w
altv

e
re

in)
H

an
d

e
lsre

ch
tsau

ssch
u

ss,
Z

u
r

S
te

llu
n

g
n

ah
m

e
zu

m
R

e
g

E
d
e

s
�
�
�
�

,
Z

IP

2
0

0
1
,

S
.

1
7

3
6
,

1
7

3
9
,

ab
ru

fb
ar

u
n

te
r:

h
ttp

://w
w

w
.an

w
altv

e
re

in
.d

e
/0

3
/0

5
/2

0
0

1
/4

6
-0

1
.rtf.

(

�)
M

au
l/M

u
ffat-Je

an
d

e
t,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

1
7)

,
T

e
il

I,
S
.

2
2

1
,

2
3

0
.

(

�)
B

e
g

R
e

g
E

zu
§

3
5

A
b

s.
3
�
�
�
�

,
B

T
-D

ru
ck

s.
1

4
/7

0
3

4
,

S
.

6
0
.

(

�)

こ
の
点
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
買
付
者
に
よ
る
公
開
買
付
け
決
定
の
公
表
前
の
三
ヶ
月
間
で
、
買
付
者
、
そ
の
協
調
者
、
ま
た
は

買
付
者
の
子
会
社
が
対
象
会
社
の
株
式
に
対
し
て
支
払
っ
た
最
高
額
、
ま
た
は
対
象
会
社
が
上
場
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
買
付
書
類
の

公
表
前
の
三
ヶ
月
間
に
お
け
る
平
均
株
価
が
対
価
と
な
る
旨
を
定
め
て
い
る
た
め
（§§

3
9
,

3
1

A
b

s.
1
�
�
�
�

,§§
3

ff.
A

n
g

e
b

V
O
)

、

指
令
を
国
内
法
化
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
改
正
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
買
付
価
格
の
高
騰
を
招
く
可
能
性
が
あ
る

と
の
指
摘
が
あ
る
。M

au
l/M

u
ffat-Je

an
d

e
t,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

1
7)

,
T

e
il

I,
S
.

2
2

1
,

2
3

0
f.

さ
ら
に
、
指
令
に
お
け
る
適
正
価
格
の
規
制

に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
正
当
な
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
企
業
買
収
法
三
一
条
お
よ
び
三
五
条
三
項
の
規
定
に
つ
い
て
は
、

任
意
的
公
開
買
付
け
と
義
務
的
公
開
買
付
け
と
を
同
一
の
価
格
規
制
に
服
せ
し
め
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
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は
、
指
令
の
規
制
と
は
一
致
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
指
令
五
条
四
項
は
買
付
者
が
一
定
期
間
内
に
支
払
っ
た
最
高
額
を
適
正
対
価
と
し
て

い
る
が
、
任
意
的
公
開
買
付
け
に
お
い
て
は
、
事
前
に
買
付
者
が
対
象
会
社
の
株
式
を
全
く
取
得
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
の
で
あ

り
、
そ
の
場
合
に
は
、
適
正
価
格
の
算
定
根
拠
が
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
。
任
意
的
と
義
務
的
と
を
問
わ
ず
同
一
の
価
格
規
制
に
服
せ
し

め
る
と
の
発
想
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
立
法
の
不
備
が
存
在
す
る
。

�
�
���

��,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
3

2)
,

S
.

6
3

3
,

6
4

0
.

な
お
、
連
邦
財
務
省
の
試
案
の
段
階
で
は
、
上
記
の
期
間
は
六
ヶ
月
と
さ
れ
て
い
た
。

(

�)

本
文
に
挙
げ
た
例
外
的
な
場
合
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
適
正
対
価
の
算
定
基
準
と
し
て
、
指
令
は
、
一
定
期
間
に
お
け
る
平
均
的
株
価
、

会
社
の
清
算
価
値
、
一
般
的
財
務
分
析
で
用
い
ら
れ
る
そ
の
他
の
客
観
的
基
準
を
挙
げ
て
い
る
。

(

�)
B

e
g

R
e

g
E

zu
§

3
1

A
b

s.
3
�
	


�

,
B

T
-D

ru
ck

s.,
1

4
/7

0
3

4
,

S
.

5
5

f.

し
か
し
、
対
象
会
社
の
株
式
を
秘
密
裏
に
取
得
す
る
こ
と

を
阻
止
す
る
た
め
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
有
価
証
券
取
引
法
二
一
条
に
よ
り
、
五
％
以
上
を
取
得
し
た
場
合
の
通
知
義
務
（M

e
ld

e
p

flich
t

）

が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
理
由
付
け
に
対
し
て
は
疑
問
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。B

u
n

d
e

sv
e

rb
an

d
d
e

r
d

e
u

tsch
e

n
In

d
u

strie
/

D
e

u
tsch

e
r

In
d

u
strie

-
u

n
d

H
an

d
e

lstag
/B

u
n

d
e

sv
e

re
in

ig
u

n
g

d
e

r
d
e

u
tsch

e
n

�
���������������

��
/G

e
sam

tv
e

rb
an

d
d
e

r

d
e

u
tsch

e
n

V
e

rsich
e

ru
n

g
sw

irtsch
aft
(

G
e

m
e

in
sam

e
r

A
rb

e
itsau

ssch
u

ss
��
�

F
rag

e
n

d
e

s
U

n
te

rn
e

h
m

e
n

sre
ch

ts)
,
�
�����

���

S
te

llu
n

g
n

ah
m

e
,

S
.

1
0
,

ab
ru

fb
ar

u
n

te
r

h
ttp

://w
w

w
.b

d
i-o

n
lin

e
.d

e
/sq

l_
ab

frag
e
.asp

.;
H

aarm
an

n
,

W
ilh

e
lm

,in
:
H

aarm
an

n
,W

ilh
e

lm
/

R
ie

h
m

e
r,

K
lau

s/�
��
�
	
	
��

,
M

atth
ias,

K
o

m
m

zu
m

�
	


�

,§
3

1
R

d
n

r.
1

0
4
.

(

�)

ド
イ
ツ
に
お
け
る
株
式
会
社
の
よ
う
に
、
対
象
会
社
が
二
層
式
の
機
関
構
造
を
も
つ
場
合
に
は
、
取
締
役
の
み
な
ら
ず
、
監
査
役
会

も
対
象
と
な
る
。
英
語
の
原
文
で
は
、B

o
ard

の
文
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
語
版
で
は
、L

e
itu

n
g

s-
b

zw
.

V
e

rw
altu

n
g

s-

o
rg

an

の
文
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
両
者
を
併
せ
て
便
宜
上
執
行
機
関
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
。

(

�)
M

au
l,

S
ilja/M

u
ffat-Je

an
d

e
t,
�
��
�
��

,
D

ie
E

U
-


����
��
�
����

���
�

―In
h

alt
u

n
d

U
m

se
tzu

n
g

in
n

atio
n

als
R

e
ch

t
(

T
e

il
II)

,

A
G

2
0

0
4
,

S
.

3
0

6
,

3
1

0
F

n
.

5
2

に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
各
国
に
お
い
て
、
中
立
義
務
の
原
則
が
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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( �) こ の 点 に つ き ド イ ツ に お い て は 、 か つ て 取 締 役 の こ の 義 務 を 中 立 義 務 （���������	�
������ ） と 称 し て い た が 、 本

文 で 示 し た 意 味 で 誤 解 を 生 む と の 理 由 か ら 、 現 在 で は 、Vereiltelungsverbot あ る い は Verhinderungsverbot と い う 用

語 が 使 用 さ れ て い る 。Vgl. Hopt, Klaus J., Grundsatz-und Praxisprobleme nach dem wertpapiererwerbs-und ����������

��
���, ZHR 166 (2002), S. 383, 424 Fn. 197.

( �) Hopt, a. a. O.(Anm. 44), S. 383, 425 f. Hopt は 、 こ の 意 味 に お い て 、 ホ ワ イ ト ・ ナ イ ト を 探 す 行 為 は 、 そ も そ も

中 立 義 務 の 例 外 と し て も 構 成 で き な い と す る 。 株 主 の 利 益 に な る 行 為 を し な い 場 合 に は 、 逆 に 取 締 役 等 の 責 任 を 発 生

さ せ る と の 考 え 方 が 背 景 に あ る と 考 え ら れ る 。Hopt, a. a. O.(Anm. 44), S. 383, 426.

( �) Maul/Muffat-Jeandet, �������, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 311 は 、 行 わ れ た 当 該 措 置 が 公 開 買 付 け を 失 敗 さ

せ る こ と を 主 た る 目 的 と す る 措 置 で あ る か 否 か を 、 個 別 事 例 に お い て 検 討 す べ き こ と を 主 張 す る 。

( �) Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 311.

( �) Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 311.

( �) Expertengruppe, Bericht, S. 22 f.

( �) Expertengruppe, Bericht, S. 24 f.

( �) Expertengruppe, Bericht, S. 33 ff.

( 	) イ タ リ ア や オ ラ ン ダ で 採 用 さ れ て い る ownership caps （ 一 定 の 割 合 以 上 の 株 式 の 所 有 を 禁 じ る 旨 の 条 項 ） が 典 型

例 と さ れ る 。Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 311.

( 
) ド イ ツ に お い て は 、 そ も そ も 会 社 、 会 社 の 取 締 役 、 監 査 役 会 、 従 属 企 業 が そ の 指 図 に よ り あ る 株 主 に 議 決 権 を 行

使 さ せ る 旨 の 契 約 は 、 株 式 法 一 三 六 条 二 項 に よ り 無 効 と さ れ て い る 。
( �) ド イ ツ の 上 場 会 社 に お い て は す で に 廃 止 さ れ た が 、 上 限 付 き 議 決 権 が そ の 典 型 例 と し て 挙 げ ら れ て い る 。

( �) 指 令 一 一 条 三 項 三 文 。 Vgl. Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 311. 他 方 、 フ ォ ル ク ス ・ ワ ー
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ゲ ン 社 に 対 し て は 、 ど れ ほ ど 同 社 に 対 し て 資 本 参 加 し て い て も 、 最 大 二 〇 ％ ま で し か 議 決 権 行 使 で き な い が 、 こ れ は

い わ ゆ る フ ォ ル ク ス ・ ワ ー ゲ ン 法 （Gesetz ����die ���������	
der Anteilsrechte an der Volkswagenwerk Gesellschaft

mit ������	����Haftung in private Hand v. 21. 7. 1960=VW-Gesetz ） と 呼 ば れ る 特 別 法 に 規 定 さ れ て い る た め （§2

Abs. 1 VW-Gesetz), Breakthrough 規 定 の 適 用 対 象 外 と さ れ て い る 。

( �) こ こ で の 譲 渡 制 限 に つ い て は 、 そ の 前 の 段 階 （ 承 諾 期 間 内 で の Breakthrough ） で す で に 譲 渡 制 限 が 効 力 を 失 っ

て い る の で あ る か ら 、 あ ま り 意 味 は な い よ う に 思 わ れ る が 、 例 え ば 、 有 価 証 券 の 帰 属 に つ き 争 い が あ る 場 合 に 、 承 諾

期 間 経 過 後 に お い て も そ の 争 い が 継 続 し て い る 結 果 、 株 主 総 会 を 招 集 す る 段 階 で ま だ 譲 渡 が 行 わ れ て い な い よ う な 場

合 に 、 こ の 規 定 が 意 味 を も つ と 説 明 さ れ て い る 。Maul/Muffat-Jeandet, a. .a O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 312.

( �) 典 型 的 に は 、 ド イ ツ 株 式 法 一 〇 一 条 二 項 の 監 査 役 会 へ の 派 遣 権 （Entsendungsrecht ） が 想 定 さ れ て い る 。

( �) ド イ ツ の い わ ゆ る フ ォ ル ク ス ・ ワ ー ゲ ン 法 に 基 づ い て ニ ー ダ ー ザ ク セ ン 州 が 有 す る 派 遣 権 に 対 し て も 、 同 様 に

Breakthrough 規 定 は 適 用 さ れ な い 。 こ れ は 、 フ ォ ル ク ス ・ ワ ー ゲ ン 法 四 条 一 項 に 規 定 さ れ て い る （ す な わ ち 、 国 内

法 に 規 定 さ れ て い る ） か ら で あ る 。 前 掲 注 ( �) も 併 せ て 参 照 。

( �) Maul, Silja, Die EU-����	�����������	�� ―���
������Fragen, NZG 2005, S. 151, 154 は 、 当 該 権 利 の 付 着 し た 株

式 と 普 通 株 式 と の 価 値 の 差 額 が 補 償 対 象 額 で あ る と 主 張 す る が 、 そ こ で い う 価 値 の 算 定 そ れ 自 体 が 難 し い よ う に 思 わ

れ る 。 な お 、 複 数 議 決 権 株 式 の 場 合 に つ い て は 、 Arnold, Arnd, �	������
�	
von Mehrstimmrechten nach §5

EGAktG, DstR 2003, S. 784 ff.

( �) Vgl. Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 312; Maul, a. a. O.(Anm. 73), S. 151, 152.

( �) Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 312.

( �) Ebenda.

( 	) Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 313株
式
公
開
買
付
規
制
の
方
向
性
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( �) Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 314; Krause, Hartmut, Die EU-����������	
���	�	� ―Anpas-

sungsbedarf im Wertpapiererwerbs-und ��������������, BB 2004, S. 113, 119.

( �) こ の 点 に つ い て 、 国 際 的 な 企 業 で あ れ ば 、 今 日 は 買 収 者 で あ る 者 が 、 明 日 は 対 象 会 社 と な る 可 能 性 が あ る こ と を

自 覚 し て お か な け れ ば な ら な い と い う 指 摘 が 多 い 。Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 314; Kindler,

Peter/Horstmann, Hendrik, Die EU-����������	
���	�	� ― Ein “������	�
��r” Kompromiss, DstR 2004, S. 866, 869;

Krause, a. a. O.(Anm. 78), S. 113, 119.

( �) Vgl. Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 314.

( �) し た が っ て 、 九 条 の 場 合 に お け る よ う に 、 opt-in に 対 す る 市 場 の 圧 力 が 生 じ る か 否 か は 未 知 数 で あ る 。Vgl.

Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 314.

( �) 上 限 付 き 議 決 権 に つ い て は 、 ほ と ん ど の Ｅ Ｕ 加 盟 国 に お い て は 、 上 場 会 社 に お け る 発 行 が 認 め ら れ て お り 、 こ の

点 で い わ ゆ る KonTraG （Gesetz zur Kontrolle und Transparenz im Unternehmenbereich ＝ 企 業 領 域 に お け る コ ン ト ロ

ー ル と 透 明 性 確 保 の た め の 法 律 ） に よ り 上 場 会 社 に つ い て は 上 限 付 き 議 決 権 を 廃 止 し た ド イ ツ と は 大 き く 異 な っ て い

る 。 な お 、 複 数 議 決 権 に つ い て も 、 ド イ ツ で は 、 同 法 に よ り 原 則 廃 止 と さ れ て お り 、 株 主 総 会 が 制 度 の 存 続 に つ い て

決 議 し た 場 合 に の み 例 外 的 に 認 め ら れ て い る 。

( �) ド イ ツ に お い て Breakthrough 規 定 の 影 響 を 受 け る と 思 わ れ る の は 、 会 社 と 株 主 の 間 ま た は 株 主 間 で の 議 決 権 拘

束 契 約 や 株 式 譲 渡 制 限 契 約 お よ び 監 査 役 会 へ の 派 遣 権 で あ る 。 し か し 、 前 者 に つ い て は 、 一 一 条 に よ り 本 指 令 の 施 行

後 に 締 結 さ れ た そ の 種 の 契 約 が そ の 効 力 を 否 定 さ れ る た め 、 こ れ に つ い て も 否 定 的 な 見 方 が 強 い 。

( �) Maul/Muffat-Jeandet, a. .a O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 314 f.; Maul, a. a. O.(Anm. 73), S. 151, 154 f.

( �) Maul, a. .a O.(Anm. 73), S. 151, 155.

( 	) Maul, a. a. O.(Anm. 73), S. 151, 153.
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e
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u
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0
0

4
,

S
.

8
4

6

は
、
Ｅ
Ｕ

指
令
は
、S

q
u

e
e

ze
-o

u
t

を
す
べ
て
の
株
式
を
取
得
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
買
付
者
の
た
め
の

側
面
支
援
的
制
度
で
あ
り
、S

e
ll-o

u
t

も
ま
た
、
公
開
買
付
法
の
一
つ
の
制
度
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
と
す
る
。

(

�)

二
〇
〇
二
年
指
令
案
に
お
け
るS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

制
度
を
ド
イ
ツ
株
式
法
に
お
け
る
同
制
度
と
の
比
較
に
お
い
て
検
討
す
る
も
の
と
し

て
、
福
島
洋
尚
「
株
式
会
社
法
に
お
け
る
少
数
株
主
の
締
め
出
し
制
度

ド
イ
ツ
株
式
法
を
中
心
と
し
て
」
柴
田
和
史
・
野
田
博
編
著

『
会
社
法
の
現
代
的
課
題
』
二
三
〇
頁
以
下
（
法
政
大
学
出
版
局

二
〇
〇
四
年)

、
本
指
令
に
お
け
るS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

制
度
を
同
じ
く

ド
イ
ツ
株
式
法
に
お
け
る
同
制
度
と
の
比
較
に
お
い
て
紹
介
、
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
斉
藤
真
紀
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
少
数
株
主
締
め

出
し
規
整
（
一
）(

二
・
完)
」
法
学
論
叢
一
五
五
巻
五
号
一
頁
、
一
五
五
巻
六
号
三
八
頁
（
二
〇
〇
四
年)

、
伊
藤
靖
史
「
少
数
株
主
の

締
出
し
に
関
す
る
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ド
イ
ツ
に
お
け
る
少
数
株
主
締
出
制
度
を
参
考
に

」
同
志
社
法
学
五
六
巻
四
号
八

三
頁
以
下
（
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

(

�)

イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
会
社
法
の
中
でS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

に
つ
い
て
の
手
続
き
を
規
定
し
て
い
る
加
盟
国
も
あ
れ
ば
、
オ
ラ

ン
ダ
の
よ
う
に
裁
判
手
続
き
の
中
で
規
定
し
て
い
る
国
も
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お
け
るS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

規
制
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

S
ie

g
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r,
��
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,
K

ai,
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u
ssch
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v
o

n
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���

����
(

S
q

u
e

e
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im

��
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���	�
��

R
e

ch
t,

N
Z

G

2
0

0
1
,

S
.

9
2

6
ff.

参
照
。
邦
語
文
献
と
し
て
、
早
川
勝
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
（
三
・
完
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
コ
ン
ツ
ェ

ル
ン
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

」
同
志
社
法
学
五
五
巻
三
号
三
六
四
頁
以
下
（
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

(

�)

指
令
を
国
内
法
化
す
る
際
に
、
加
盟
国
がS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

手
続
き
に
お
い
て
対
象
会
社
の
株
主
総
会
決
議
を
必
要
と
す
る
旨
の
規
定

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
指
令
が
こ
の
点
に
つ
い
て
何
も
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
可
能
で
あ
る
と
す
る
見

解
も
存
在
す
る
。A
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に
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定
す
る
こ
と
で
、
有
価
証
券
の
譲

渡
の
た
め
に
一
定
の
時
間
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必
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と
さ
れ
る
た
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に
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。
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S
.

8
4

6
,

8
4

8
;

M
au

l/M
u

ffat-Je
an

d
e

t,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
5

7)
,

T
e

il
II,

S
.

3
0

6
,

3
1

6
.

ド

イ
ツ
法
に
お
い
て
も
、
同
一
の
問
題
意
識
か
ら
、
資
本
、
株
式
が
ベ
ー
ス
と
な
る
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

福
島
・
前
掲
註(

�)

二
一
三
頁
に
詳
し
い
。

(

�)
V

g
l.

A
u

stm
an

n
/M

e
n

n
ick

e
,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

8
8)

,
S
.

8
4

6
,

8
4

8
.

(

�)
A

u
stm

an
n

/M
e

n
n

ick
e
,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

5
7)

,
S
.

8
4

6
,

8
4

8
f.

(

�)
K

rau
se

,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
7

8)
,

S
.

2
3

4
1
,

2
3

4
5
.

(

	)
A

u
stm

an
n

/M
e

n
n

ick
e
,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

8
8)

,
S
.

8
4

6
,

8
4

8
f.

は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
こ
の
制
度
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
主

張
す
る
の
に
対
し
、M

au
l/M

u
ffat-Je

an
d
e

t,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
5

7)
,

T
e

il
II,

S
.

3
0

6
,

3
1

6

は
、
ド
イ
ツ
で
こ
の
制
度
が
採
用
さ
れ
る
か
ど

う
か
は
予
測
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

(


)

ド
イ
ツ
に
お
け
る
制
度
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
株
主
総
会
決
議
を
手
続
き
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と

(

前
掲
註(

�)

の
文
献

を
参
照
）
と
、
こ
の
事
後
審
査
手
続
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
締
出
し
対
価
が
不
適
正
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
株

主
総
会
決
議
の
取
消
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
事
後
審
査
手
続
は
締
め
出
さ
れ
た
少
数
株
主
の
救
済
の
必
要
性
と
い
う
意
味
で

意
義
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
のS

q
u

e
e

ze
-o

u
t

制
度
に
お
け
る
事
後
審
査
手
続
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
・
前
掲
註(

�)

七
九
頁
以
下
参
照
。

(

�)
A

u
stm

an
n

/M
e

n
n

ick
e
,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

8
8)

,
S
.

8
4

6
,

8
4

9
.

対
価
の
選
択
を
株
主
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
指
令
の
文
言
の
解
釈
か
ら
否
定
的
に
解
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
同
様
の
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
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の 点 に お け る ド イ ツ の 議 論 に つ い て は 、 福 島 ・ 前 掲 註 ( �) 二 一 五 頁 以 下 、 伊 藤 ・ 前 掲 註 ( �) 七 四 頁 以 下 参 照 。

( �) Austmann/Mennicke, a. a. O.(Anm. 87), S. 846, 855; Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 317.
イ ギ リ ス に お い て は 、Squeeze-out の 制 度 が 公 開 買 付 け を 前 提 と し て い る た め に （ す な わ ち 、 本 指 令 と 同 様 の 制 度 ) 、

こ の 問 題 は 生 じ な い と 思 わ れ る 。 こ れ に つ い て は 、Austmann/Mennicke, a. a. O.(Anm. 87), S. 846, 847; Krause, a. a.

O.(Anm. 78), S. 113, 118; ders., Der Kommissionsvorschlag ���die Revitalisierung der EU-������	
����	�����, BB 2002,

S. 2341, 2344 f.; Wiesner, a. a. O.(Anm. 14), S. 343, 349; Seibt, Christoph H. /Heiser, Kristian J., Der neue Vorschlag einer

EU-������	
����	�����und das deutsche ������	
����	, ZIP 2002, S. 2193, 2202.

( �) Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 317.

( �) た だ し 、 ド イ ツ 企 業 買 収 法 一 六 条 二 項 で は 、 指 令 一 六 条 と 異 な り 、 買 付 者 の 対 象 会 社 に 対 す る 一 定 割 合 の 株 式 所

有 は 要 件 と さ れ て お ら ず 、 ま た 、 買 付 者 が 対 象 会 社 の 株 式 の 一 定 割 合 を 最 低 ラ イ ン と し て 買 付 け を 行 っ た に も か か わ

ら ず 、 そ れ を 達 成 す る こ と が で き な か っ た 場 合 に は 、 再 承 諾 期 間 の 制 度 は 適 用 さ れ な い な ど 、 要 件 に 違 い が 見 ら れ る 。

さ ら に 、 制 度 趣 旨 と し て 、 企 業 買 収 法 一 六 条 二 項 は 、 公 開 買 付 け の 段 階 で 十 分 な 情 報 を 得 て い な か っ た こ と か ら 、 当

初 の 申 込 み に 応 じ な か っ た 対 象 会 社 の 株 主 が 、 そ の 後 対 象 会 社 の 支 配 権 変 動 が 生 じ る な ど の 特 殊 事 情 に 置 か れ る こ と

と な っ た 場 合 の 、 当 該 株 主 の 保 護 を 目 的 と し て い る 点 も 、 指 令 の Sell-out の 制 度 趣 旨 と は 若 干 異 な る も の で あ る 。Be

gRegE zu §16 Abs. 2 ����, BT-Drucks. 14/7034, S. 46; Vgl. Hasselbach, Kai, ������Komm zum ����, §16 Rdn. 31,

33. 邦 語 文 献 と し て 、 伊 藤 ・ 前 掲 註 ( �) 八 五 頁 以 下 参 照 。
( �) Expertengruppe, Bericht, S. 72 f.

( �) ハ イ レ ベ ル グ ル ー プ に お い て は 、 少 数 株 主 は 公 開 買 付 け に 応 じ る こ と が で き る わ け で あ る か ら 、 特 別 の 売 渡 請 求

権 は 不 要 で あ る と の 意 見 が 現 に 存 在 し た よ う で あ る 。 し か し 、 本 文 に 挙 げ た 理 由 か ら 、 こ の 見 解 は 否 定 さ れ て い る 。

Expertengruppe, Bericht, S. 72 f.株
式
公
開
買
付
規
制
の
方
向
性
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(

�)
A

u
stm

an
n

/M
e

n
n

ick
e
,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

8
8)

,
S
.

8
4

6
,

8
5

5

は
、
先
行
す
る
公
開
買
付
け
に
対
し
て
承
諾
し
た
場
合
よ
り
も
有
利
な

地
位
に
置
か
れ
る
の
は
、
制
度
趣
旨
か
ら
見
て
も
妥
当
で
は
な
い
と
す
る
。

(
�)
検
討
理
由(

�)

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
加
盟
国
は
、
公
開
買
付
け
の
過
程
に
お
い
て
会
社
の
議
決
権
あ
る
資
本
の
一
定
割
合

を
取
得
し
た
買
付
者
に
対
し
、
残
余
の
有
価
証
券
所
有
者
に
、
そ
の
有
す
る
有
価
証
券
の
売
却
を
義
務
づ
け
る
可
能
性
を
与
え
る
た
め
に
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
残
余
の
有
価
証
券
所
有
者
は
、
公
開
買
付
け
の
過
程
で
会
社
の
議
決
権
あ
る

資
本
の
一
定
割
合
を
取
得
し
た
買
付
者
に
対
し
、
自
己
の
有
価
証
券
の
取
得
を
義
務
づ
け
る
可
能
性
を
有
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
締
め
出

し
権
、
売
渡
請
求
権
は
、
公
開
買
付
け
と
の
関
連
に
お
け
る
一
定
の
条
件
の
下
で
の
み
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
加
盟
国
は
、
そ
の
他

の
状
況
の
も
と
で
は
、
自
国
の
国
内
法
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

(

�)

同
旨
、
伊
藤
・
前
掲
註(
�)
頁

(

�)

加
盟
国
は
、
買
付
者
に
よ
る
公
開
買
付
け
申
込
み
の
決
定
が
公
表
さ
れ
る
前
に
、
当
該
国
の
監
督
機
関
が
情
報
を
提
供
さ
れ
る
べ
き

旨
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
指
令
六
条
一
項
二
文)

。

(

�)

加
盟
国
は
、
買
付
書
類
の
効
力
発
生
を
監
督
機
関
の
事
前
の
承
認
に
か
か
ら
し
め
る
旨
を
定
め
る
こ
と
も
で
き
る
（
指
令
六
条
二
項

四
文)

。

(

�)

買
付
書
類
の
記
載
事
項
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
買
付
条
件
、
②
買
付
者
の
身
元
、
買
付
者
が
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
会
社
の
法
形
態
、
商
号
お
よ
び
本
店
所
在
地
、
③
買
付
け
の
対
象
で
あ
る
有
価
証
券
ま
た
は
そ
の
種
類
、
④
各
有
価
証
券
ま
た
は
有
価

証
券
の
各
種
類
に
つ
い
て
提
供
さ
れ
る
反
対
給
付
、
な
ら
び
に
義
務
的
公
開
買
付
け
の
と
き
は
、
反
対
給
付
の
決
定
の
た
め
に
用
い
ら
れ

た
評
価
方
法
、
お
よ
び
反
対
給
付
が
提
供
さ
れ
る
方
法
に
つ
い
て
の
記
載
、
⑤
第
一
一
条
第
四
項
に
よ
るB

re
ak

th
ro

u
g

h

条
項
に
基
づ

い
て
権
利
が
剥
奪
さ
れ
た
場
合
に
提
供
さ
れ
る
補
償
、
な
ら
び
に
支
払
わ
れ
る
補
償
の
種
類
お
よ
び
補
償
を
決
定
す
る
方
法
に
関
す
る
個

別
事
項
、
⑥
買
付
者
が
取
得
の
義
務
を
負
う
有
価
証
券
の
最
低
割
合
お
よ
び
最
高
割
合
、
ま
た
は
有
価
証
券
の
最
小
数
お
よ
び
最
大
数
、

⑦
買
付
者
お
よ
び
そ
の
協
調
者
に
よ
り
す
で
に
保
有
さ
れ
て
い
る
対
象
会
社
の
株
式
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
記
載
、
⑧
買
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付
け
に
関
す
る
す
べ
て
の
条
件
、
⑨
対
象
会
社
お
よ
び
（
買
付
け
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
限
り
で
）
買
付
会
社
の
将
来
の
営
業
に
関
す
る

買
付
者
の
意
図
、
お
よ
び
雇
用
条
件
の
実
質
的
変
更
を
含
む
そ
れ
ら
の
会
社
の
労
働
者
お
よ
び
経
営
者
の
将
来
の
雇
用
に
関
す
る
買
付
者

の
意
図
、
特
に
こ
れ
ら
の
会
社
に
つ
い
て
の
買
付
者
に
よ
る
戦
略
的
計
画
お
よ
び
労
働
場
所
や
会
社
の
事
業
場
所
に
対
す
る
当
該
計
画
の

予
想
さ
れ
る
影
響
に
関
す
る
買
付
者
の
意
図
、
⑩
買
付
申
込
み
に
対
す
る
承
諾
期
間
、
⑪
反
対
給
付
が
す
べ
て
の
有
価
証
券
を
含
ん
で
い

る
場
合
に
は
、
こ
の
有
価
証
券
に
関
す
る
記
載
、
⑫
買
付
け
の
た
め
の
資
金
調
達
に
関
す
る
記
載
、
⑬
買
付
者
ま
た
は
対
象
会
社
の
協
調

者
の
身
元
、
そ
れ
が
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
形
態
、
商
号
お
よ
び
本
店
所
在
地
、
な
ら
び
に
買
付
者
と
の
関
係
、
対
象
会
社
と

関
係
が
あ
れ
ば
そ
の
記
載
、
⑭
買
付
け
か
ら
生
じ
る
買
付
者
と
対
象
会
社
の
有
価
証
券
保
有
者
の
間
の
契
約
を
規
制
す
る
国
内
法
な
ら
び

に
管
轄
裁
判
所
に
関
す
る
記
載
。

(

�)
V

g
l.

M
au

l/M
u

ffat-Je
an

d
e

t,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
1

7)
,

T
e

il
I,

S
.

2
2

1
,

2
3

3
.

(

�)
V

g
l.

M
au

l/M
u

ffat-Je
an

d
e

t,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
1

7)
,

T
e

il
I,

S
.

2
2

1
,

2
3

3
.

(

�)

こ
の
対
象
会
社
の
執
行
機
関
に
よ
る
意
見
表
明
義
務
は
、
指
令
九
条
の
中
に
含
ま
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
い
わ
ゆ
るB

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
の
内
容
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
内
法
化
の
際
に
は
、
九
条
二
項
お
よ
び
三
項
をo

p
t-in

し
な
い
会
社
（
中
立
義

務
を
導
入
し
な
い
旨
を
決
定
し
た
会
社
）
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
規
定
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

�)

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
企
業
買
収
法
二
七
条
一
項
四
号
は
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
が
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
等
の
理
由
か
ら
対
象
会

社
の
有
価
証
券
を
保
有
し
て
い
る
場
合
に
、
買
付
者
に
よ
る
公
開
買
付
け
申
込
み
に
対
し
て
承
諾
す
る
か
否
か
を
表
明
す
べ
き
こ
と
を
規

定
し
て
い
る
。
な
お
、
指
令
の
こ
の
規
定
が
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、M

au
l/M

u
ffat-Je

an
d
e

t,
a.

.a
O

.(
A

n
m

.

5
7)

,
T

e
il

II,
S
.

3
0

6
,

3
0

7
.

ま
た
、
指
令
全
体
に
お
け
る
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
お
よ
び
マ
キ
シ
マ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

�
�
���

��,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
3

2)
,

S
.

6
3

3
,

6
3

5
f.

(

�)

状
況
報
告
書
に
よ
る
開
示
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
対
象
と
な
る
会
社
は
、
必
ず
し
も
公
開
買
付
け
の
対
象
会
社
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

指
令
一
条
一
項
は
、
単
に
、
そ
の
発
行
す
る
有
価
証
券
が
一
以
上
の
加
盟
国
の
規
制
市
場
で
取
引
を
許
可
さ
れ
て
い
る
会
社
と
し
て
い
る

株式公開買付規制の方向性
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に す ぎ な い か ら で あ る 。 ま た 、 実 際 に ど の 機 関 が 義 務 を 負 う の か と い う 点 に つ い て は 、 各 加 盟 国 が 決 定 す る こ と に な

る が 、 状 況 報 告 書 の 作 成 は 業 務 執 行 で あ る こ と か ら 、 一 般 に は 業 務 執 行 機 関 （ 取 締 役 ま た は 取 締 役 会 ） で あ る と 解 さ

れ る 。
( �) Lanfermann, Georg/Maul, Silja, EU-����������	
���	�	�: Aufstellung und ������des Lageberichts, BB 2004, S. 1517,

1518. Siehe auch Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 307 f.; Kindler/Horstmann, a. a. O.(Anm. 79), S.

866, 868.

( �) Vgl. Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 308.

( �) 両 者 の 内 容 に つ い て は 、Seibt/Heiser, a. .a O.(Anm. 103), S. 2193, 2198 f.

( �) 以 下 の 既 述 に つ い て は 、 主 と し て 、Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 308 ff.; Lanfermann/Maul,

a. a. O.(Anm. 119), S. 1517, 1518 ff. を 参 考 に し た 。

( �) 本 指 令 に お い て は 、 資 本 に つ い て の 定 義 は 存 在 し な い 。 規 定 の 内 容 か ら 推 測 す る と 、 発 行 済 株 式 の 総 体 と い う 程

度 の 緩 や か な 意 味 で あ る と 解 さ れ る 。

( �) イ ギ リ ス 法 に お け る weighted shares, イ タ リ ア に お け る saving shares な ど が そ の 典 型 と さ れ る 。Maul/Muffat-

Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S. 306, 308 Fn. 49.

( �) Seibt/Heiser, a. a. O.(Anm. 103), S. 2193, 2196. そ の 他 に は 、 転 換 社 債 や 新 株 引 受 権 付 社 債 の よ う な 権 利 行 使 に

よ り 株 式 の 取 得 が 可 能 と さ れ る も の も 、 対 象 と さ れ る こ と に な る 。Maul/Muffat-Jeandet, a. a. O.(Anm. 57), Teil II, S.

306, 308.

( �) ド イ ツ に お け る 譲 渡 制 限 株 式 （vinklierte Namensaktien ） は 、 譲 渡 に つ き 白 地 裏 書 の 方 法 が と ら れ 、 か つ 同 意 の

要 件 が 取 引 所 に お け る 取 引 の 妨 げ と は な ら な い 場 合 に は 、 取 引 所 に お い て 取 引 す る こ と が 許 さ れ て い る 。 な お 、 有 価

証 券 所 有 者 間 の 譲 渡 制 限 に 関 す る 合 意 に つ い て は 、 ⑦ に 含 ま れ る と さ れ て い る 。Seibt/Heiser, a. a. O.(Anm. 103), S.
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n
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n
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A
B

lE
G

L
2

1
7

v
.

1
1
.

8
.

2
0

0
1
,

S
.

1
8
.

(

�)

指
令
は
、
持
分
の
合
算
に
つ
い
て
は
何
も
規
定
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
は
、
開
示
を
要
求
す
る
本
指
令
の
趣
旨
や
目

的
に
従
っ
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
支
配
従
属
関
係
の
内
容
を
適
切
に
開
示
す
る
と
い
う
趣
旨

に
鑑
み
て
、
支
配
会
社
へ
の
完
全
な
持
分
の
合
算
を
行
う
旨
の
規
定
が
、
国
内
法
化
の
際
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。L

an
fe

rm
an

n
/M

au
l,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

1
1

9)
,

S
.

1
5

1
7
,

1
5

1
9
.

(

�)
V

g
l.

M
au

l/M
u

ffat-Je
an

d
e

t,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
5

7)
,

T
e

il
II,

S
.

3
0

6
.

3
0

8
;

L
an

fe
rm

an
n

/M
au

l,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
1

1
9)

,
S
.

1
5

1
7
,

1
5

1
9
.

(

�)

労
働
者
の
共
同
決
定
制
度
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
に
よ
る
直
接
の
議
決
権
行
使
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス

が
考
え
ら
れ
る
（
す
な
わ
ち
、
労
働
者
の
代
表
の
み
に
よ
る
議
決
権
行
使)

。V
g

l.
M

au
l/M

u
ffat-Je

an
d
e

t,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
5

7)
,

T
e

il
II,

S
.

3
0

6
.

3
0

8
;

L
an

fe
rm

an
n

/M
au

l,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
1

1
9)

,
S
.

1
5

1
7
,

1
5

1
9
.

(

�)

所
有
株
式
数
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
の
割
合
ま
た
は
一
定
数
ま
で
し
か
議
決
権
行
使
が
認
め
ら
れ
な
い
制
度
を
い
う
。
上
限
付
き
議
決

権
は
、
比
較
的
多
く
の
加
盟
国
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
述
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
上
場
会
社
の
つ

い
て
は
す
で
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
議
決
権
な
き
投
資
証
券
シ
ス
テ
ム
と
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
の
株
式
を
友
好
的
な
財
団
に

譲
渡
し
、
当
該
財
団
が
市
場
で
議
決
権
な
き
投
資
証
券
の
み
を
発
行
す
る
。
議
決
権
は
財
団
に
残
る
。
投
資
証
券
と
議
決
権
あ
る
持
分
と

の
交
換
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
的
に
は
発
行
会
社
の
定
款
で
、
議
決
権
あ
る
持
分
の
所
有
が
二
％
程
度
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
財

団
の
み
が
そ
の
例
外
と
し
て
よ
り
高
い
持
分
の
所
有
を
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
実
質
的
に
は
敵
対
的
買
収
は
不
可
能
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、M

au
l/M

u
ffat-Je

an
d
e

t,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
5

7)
,

T
e

il
II,

S
.

3
0

6
,

3
0

9
.
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(

�)
L

an
fe

rm
an

n
/M

au
l,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

1
1

9)
,

S
.

1
5

1
7
,

1
5

1
9
;

M
au

l/M
u

ffat-Je
an

d
e

t,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
5

7)
,

T
e

il
II,

S
.

3
0

6
,

3
0

9
.

指
令
は
、
取
締
役
の
情
報
請
求
権
を
認
め
て
お
ら
ず
、
ま
た
株
主
が
契
約
を
開
示
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
結
果
と
し
て
、

会
社
が
当
該
議
決
権
拘
束
契
約
を
知
っ
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(

�)
既
述
の
と
お
り
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
二
層
式
機
関
組
織
を
有
す
る
場
合
に
は
、
取
締
役
と
監
査
役
が
対
象
と
な
る
。

(

�)

ド
イ
ツ
株
式
法
一
〇
一
条
二
項
が
、
派
遣
権
に
つ
い
て
定
め
る
。
同
規
定
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。「
監
査
役
会
へ
構
成
員
を
派

遣
す
る
権
利
は
、
定
款
に
よ
り
か
つ
一
定
の
株
主
ま
た
は
特
定
の
株
式
の
所
有
者
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
。
特
定
の
株
式
の
所
有
者

に
つ
い
て
は
、
当
該
株
式
が
記
名
株
式
で
あ
り
か
つ
そ
の
譲
渡
に
つ
き
会
社
の
同
意
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
の
み
、
派
遣
権
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
派
遣
権
者
が
有
す
る
株
式
は
、
特
別
の
種
類
株
式
で
は
な
い
。
派
遣
権
は
、
法
律
ま
た
は
定
款
に
規
定
さ
れ
た
株

主
側
の
監
査
役
員
の
総
数
の
最
高
三
分
の
一
を
上
限
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ォ
ル
ク
ス
・
ワ
ー
ゲ
ン
有
限
会
社
の
持
分
の
私

人
へ
の
移
転
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
前
各
文
の
場
合
に
お
い
て
は
影
響
を
受
け
な
い
。」

(

�)

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
株
式
法
二
〇
二
条
以
下
に
規
定
さ
れ
る
認
可
資
本
の
よ
う
に
、
監
査
役
会
の
同
意
を
得
て
発
行
で
き
る
場
合
も
あ

り
、
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
こ
れ
に
関
す
る
監
査
役
会
の
権
限
に
つ
い
て
も
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

�)

ド
イ
ツ
企
業
買
収
法
に
お
け
る
対
抗
措
置
に
関
す
る
事
前
の
授
権
決
議
（V

o
rratsb

e
sch

lu
ss

）
が
、
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。L

an
fe

r-

m
an

n
/M

au
l,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

1
1

9)
,

S
.

1
5

1
7
,

1
5

2
0
;

V
g

l.
M

au
l/M

u
ffat-Je

an
d

e
t,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

5
7)

,
T

e
il

II,
S
.

3
0

6
,

3
0

9
.

(

�)

い
わ
ゆ
るch

an
g

e
o

f
co

n
tro

l

条
項
やm

ate
rial-ad

v
e

rse
-ch

an
g
e

条
項
が
挿
入
さ
れ
た
契
約
が
典
型
的
で
あ
る
。S

e
ib

t/H
e

ise
r,

a.

a.
O

.(
A

n
m

.
1

0
3)

,
S
.

2
1

9
3
,

2
1

9
8
;

M
au

l/M
u

ffat-Je
an

d
e

t,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
5

7)
,

T
e

il
II,

S
.

3
0

6
,

3
0

9
.

(

�)

も
ち
ろ
ん
、
開
示
に
よ
り
会
社
に
不
利
益
が
生
じ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
他
の
法
規
定
に
よ
り
会
社
が
当
該
契
約
お
よ
び
そ
の
内
容

に
つ
い
て
開
示
義
務
を
負
担
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。M

au
l/M

u
ffat-Je

an
d

e
t,

a.
a.

O
.(

A
n

m
.

5
7)

,
T

e
il

II,
S
.

3
0

6
,

3
0

9
;

L
an

fe
rm

an
n

/M
au

l,
a.

a.
O

.(
A

n
m

.
1

1
9)

,
S
.

1
5

1
7
,

1
5

2
0
.

(

�)

Ｓ
Ｅ
規
則
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
評
価

ド
イ
ツ
法
の
視
点
か
ら
」
お
よ
び
「
ヨ
ー
ロ
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ッ
パ
株
式
会
社
法
規
則
（
Ｓ
Ｅ
法
規
則
）
試
訳
」
青
山
経
営
論
集
三
七
巻
四
号
二
三
九
頁
、
二
七
一
頁
（
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

(
�)

北
村
・
前
掲
註(

６)

は
、
こ
の
義
務
的
公
開
買
付
規
制
とB

re
ak

th
ro

u
g

h

規
定
の
両
者
を
も
っ
て
、
指
令
が
前
者
に
お
い
て
買
収

の
防
壁
を
高
く
し
、
後
者
に
お
い
て
そ
れ
を
低
く
す
る
こ
と
に
よ
り
規
制
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

(

�)
も
っ
と
も
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ
研
究
会
・
前
掲
註(

�)

一
〇
頁
以
下
は
、
投
資
家
の
平
等
取
扱
い
そ
れ
自
体
は
、
公
開
買
付
規
制
の
目
的
で
は

な
く
、
情
報
開
示
の
確
保
、
制
度
濫
用
の
防
止
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
る
。

(

�)

本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
は
Ｅ
Ｕ
指
令
の
規
制
を
直
截
的
に
導
入
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
行
の
強
制
公
開
買
付
制
度
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
点
で
不
備
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
Ｔ
Ｏ
Ｂ
研
究
会
・
前
掲
註(

�)

八
頁
以
下
等
を
参

照)

。
し
か
し
、
単
に
支
配
株
式
を
移
転
す
る
場
合
に
も
公
開
買
付
け
を
強
制
す
る
現
行
規
制
に
は
、
確
か
に
一
見
す
る
と
合
理
的
で
は

な
い
面
も
伺
え
る
が
、
支
配
権
の
変
動
の
際
に
は
少
数
株
主
に
と
っ
て
の
投
資
判
断
の
基
礎
と
な
る
重
大
な
事
実
の
変
更
が
生
じ
る
と
い

う
意
味
で
、
そ
の
持
株
の
売
却
に
よ
る
会
社
か
ら
の
撤
退
を
認
め
る
こ
と
に
も
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
制
度
そ
の
も

の
に
対
し
て
は
一
定
程
度
の
合
理
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
見
直
し
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
稿
は
、
そ
の

際
の
視
点
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

(

�)

わ
が
国
に
お
い
て
、「
株
主
間
あ
る
い
は
株
主
と
取
締
役
と
の
利
益
衝
突
が
最
も
先
鋭
化
し
た
形
で
現
れ
る
支
配
争
奪
の
局
面
に
お

い
て
は
、
同
じ
土
俵
に
お
け
る
公
正
さ
の
確
保
が
何
よ
り
も
強
く
要
請
さ
れ
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
（
荒
谷
裕
子
「
企
業
防
衛
手
段

の
法
理
論
的
検
討
」
法
學
論
叢
（
福
岡
大
学
）
三
六
巻
一
・
二
・
三
号
二
六
九
頁
（
一
九
九
一
年))

、
正
当
な
指
摘
と
思
わ
れ
る
。

(

�)

労
働
者
の
意
見
を
聴
取
す
る
等
の
措
置
も
あ
り
得
る
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
労
働
者
に

対
し
て
対
象
会
社
の
執
行
機
関
に
よ
る
情
報
開
示
と
買
付
者
に
よ
る
情
報
の
提
供
の
双
方
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
の
買
収
提
案
が
労
働
者
に

と
っ
て
利
益
を
も
た
ら
す
か
を
労
働
者
自
身
に
判
断
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
間
接
的
に
労
働
者
を
保
護
す
る
と
い
う
Ｅ
Ｕ
指
令
の
方
向
性

は
、
一
定
の
合
理
性
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

�)

企
業
価
値
研
究
会
「
企
業
価
値
報
告
書
」
八
七
頁
（
二
〇
〇
五
年
五
月
二
七
日)

。
本
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
別
冊
商
事
法
務
二
八

株式公開買付規制の方向性
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七
号
（
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。
経
済
産
業
省
・
法
務
省
「
企
業
価
値
・
株
主
共
同
の
利
益
の
確
保
又
は
向
上
の
た
め
の
買
収
防
衛
策
に
関

す
る
指
針
」
商
事
法
務
一
七
三
三
号
二
六
頁
以
下
（
二
〇
〇
五
年)

、
特
に
、
Ⅲ
原
則
の
二
事
前
開
示
・
株
主
意
思
の
原
則
を
参
照
。

[

付
記]本

稿
の
テ
ー
マ
に
つ
き
、
東
京
商
事
法
研
究
会
に
お
い
て
報
告
の
機
会
を
得
た
上
、
酒
巻
俊
雄
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
諸
先
生
よ
り
有

益
な
ご
教
示
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
、
記
し
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
脱
稿
後
、
森
本
滋

｢

公
開
買
付
規
制
に
か
か
る
立

法
論
的
課
題

強
制
公
開
買
付
制
度
を
中
心
に

｣

商
事
法
務
一
七
三
六
号
六
頁(

二
〇
〇
五
年)

、
同

｢

強
制
公
開
買
付
制
度
の
適

用
範
囲
に
つ
い
て｣

商
事
法
務
一
七
三
九
号
八
三
頁

(

二
〇
〇
五
年)

に
接
し
た
。
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